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１．はじめに 

 

   開学の昨年、地域社会に開かれた大学として、さまざまな地域連携や産学官連携の総合窓口として

きょう育の和センター（地域連携委員会）を設置することとした。本学が行うきょう育の和センター

活動は、学生と教職員が一体となって、大学がある和歌山市をはじめとする市内や県内において、家

庭と地域社会、及び保育所・幼稚園・認定こども園といった横の連携、保育所・幼稚園と小学校の教

育を繋げる縦の連携を踏まえた、子育て・子育ちを総合的に支援できるよう行う。子ども教育に特化

した本校ならではの子どもに関わる課題・ニーズを的確に把握して地域社会の発展向上に貢献し、大

学と地域が相互につながりあい、協働して取り組み解決していくことを通して、学生が地域から学び、

それを広く社会に活かす力が育まれ、本学の教育研究活動の推進が図られるものと考える。  

  昨年度の活動内容は、「2019年度きょう育の和センター活動報告書」に掲載したように試行錯誤し

ながら多岐にわたる活動を行った。開学一年目ということで、学生は１年生のみでどこまでやれるの

か未知数であった。しかし、大学の歴史は自分たちで作り上げるという気概で学生全員が心一つにな

り頑張ったと考えます。 

 開学２年目の今年は、学生・教員共に昨年の成果をさらに発展させ、和歌山県全体の地域貢献に少

しでも役立たせたいと計画していたところ、コロナの感染拡大により自粛ムードが県内外に生じ、き

ょう育の和センターの活動がかなりの制約の中で実施せざるをえなかった。 

  昨年度中心的活動として、子育て・子育ち支援の一環として全県的に活動し、マスコミ関係で多く

取り上げられた子どもフェスタは感染拡大の状況見ながら実施予定であったが、一年間全く実施する

ことができなかった。 

 それに変わるものとして、自粛期間中子育て世帯の家族が家庭で過ごすことが多いことを考慮し、

「信愛大学発！お家でいきいきタイム～家庭で楽しく過ごせる動画」を配信することにした。その成

果については和歌山信愛大学ホームページきょう育の和センターから見ることが出来るのでご覧いた

だきたい。 

 その他の活動として、学生地域ボランティアサークル、ぶらくり丁活性化事業、正課授業の取り組

みとして、ボランティア実習、地域力再生論、地域連携フィールドゼミナールの学びの様子が報告さ

れている。ぜひ、ご覧になり忌憚なくご意見・ご指導いただければ幸いです。 

 

和歌山信愛大学きょう育の和センター  

センター長  戸澗幸夫  
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２．2020年度きょう育の和センターの活動計画（予定） 

※以下は、年度当初に想定していた活動計画であり、新型コロナウイルス感染症の感染拡大に伴って

一部変更せざるを得なかった（編集注）。 

 

（１）具体的取り組み 

 １．和歌山県から和歌山信愛大学に委託されて実施する事業 

  ①大規模イベント「第2回本町子どもフェスタ」企画・運営：和歌山信愛大学，       

    主催：和歌山県 

  ②小規模イベント4回 

    ・和歌山市民図書館（工作） 

    ・ビックウエーブ（運動遊び） 

    ・子どもミニフェスタ 

    岩出市・有田市・有田川町・海南市・御坊市・田辺市あたりから2か所 

    ＊コロナの状況を見極めながら開催時期と開催地を確定していく 

  ③動画配信 

       コロナ禍の自粛生活を生き生きと生活をするための、子育て・子育ち支援の一環としての動

画を配信する。作って遊べる工作や年代に合わせた運動など学生が内容を検討し、動画を作

成する。 

 

  ２．和歌山県子育て支援員研修の企画・運営 

   子育て支援員研修コーディネーター（短大）阪田先生ときょう育の和センター委員森下が中心

となり子育て支援サポーターを育成するための講座を信愛大学にて開催。 

  【地域保育コース（一時預かり事業・地域型保育）】26名（実績） 

   【地域子育て支援コース（利用者支援事業基本型）】7名（実績） 

   学生は希望により講座に参加する。 

 

 ３．近鉄百貨店「みんなの子育てフエア」（予定）あべのハルカス・近鉄和歌山近鉄百貨店等企業

の地域貢献事業に積極的にコラボし、学生のボランティア活動を県内外に場を広げて活動する

。 

 

  ４．その他の活動 

     本町を始め、県内の各地域よりボランティア活動の学生参加の要請が多くあり、学生の支障の

ない範囲で、きょう育の和センターを通じて協力する。 

 

 ＊なお、コロナウイルスの感染状況により活動の自粛も検討する。 
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３．学生地域ボランティアサークル 

（１）子育て支援キャラバン隊の活動報告 

①基礎情報 

顧問  森下順子 江口怜  2 名 

部員 2 年 代表：門戸麗伊奈 副代表：川野ひなた 

岩上佐恵 栗山すみれ 溝川千夏 宮本真帆 矢田皓己 山野紗綾 8 名 

1 年 田中美羽  1 名                       計 9 名 

 

②2020年度 活動実績 

活動日 活動目的 参加人数 

11月25・27日 2020年度の活動を計画 9名 

12月2～18日 本町子育てパークに向けてプレゼント作成 

(セロハンステンドグラス) 

9名 

12月21～23 本町子育てパークに向けて読み聞かせ・ペープサートの練習 

(絵本：ぐりとぐら／ペープサート：ぞうくんのクレヨン) 

9名 

12月24日 和歌山市こども総合支援センター「本町子育てパーク」に参加 7名 

 

③本年度の課題 

2020年のサークル活動はコロナ禍のため、和歌山県の各地域に出向く子育て支援活動“子どもフェ

スタ”を開催することができなかった。このような状況の中で、いかに目的をもって活動していくか

が大きな課題となった。 

 

④活動実績  

(1)プレゼント作成 

【内容】セロハンステンドグラス 

【留意点】 

【感想】 

セロハンステンドグラスをはじめて作った。「本町子育てパーク」のクリスマスマス会に参加すると

いうことで、クリスマスのデザインを中心に作成した。セロハンが透明で、普通に見ても綺麗な上

に、光を当てるとより綺麗に映るため、子ども達に渡したときの反応を思い浮かべながら楽しく作る

ことができた。 
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(2)読み聞かせ／ペープサート 

【内容】 絵本：ぐりとぐら ／ ペープサート：ぞうくんのクレヨン 

【留意点】  

読み聞かせでは、絵本を立ったまま読むことで子どもの目線の高さとなる工夫をした。ペープサー

トではキャラクターに集中を持っていくため、机を舞台として用いた。また、出し物のペープサート

では子ども達が分かりやすいように、大きく、はっきり、ゆっくり声を出すようにしたり、動きを付

けたりなどの工夫をした。 

【感想】 

声を変えることや読み方に強弱の変化をつける、絵本を揺らすなど、動きを見せることが、子ども

を飽きさせないために必要だと感じた。反省として、ペープサートと絵本の大きさをもう少し大きく

したほうがよかったと感じた。また、「ぐりとぐら」の絵本の対象年齢が参加していた子ども達より

も少し上だったと感じた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

(３)本町子育てパーク 

【参加日時】１２月２４日 10 時 30 分～11 時 30 分 

【対象】和歌山市在住の未就学児とその保護者 

【場所】こども総合支援センター 

【内容】①ふれあい遊び ②パネルシアター ③ペープサート ④絵本の読み聞かせ 

⑤体操 ⑥手形、足形アート 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑤活動を終えて・次年度の目標 

新型コロナウイルスの関係で、子ども達と関わる活動がなくなり、キャラバン隊の活動をどうする

か、私たちにできることは何なのかを考えた 1 年であった。そのような中、和歌山市こども総合支援

センターの「本町子育てパーク」のイベント（クリスマス会）に参加させていただくことになったと

きは嬉しく、感謝の気持ちで一杯だった。 

クリスマス会のプログラムの準備やプレゼント製作では、子ども達はどんな子が来るのかな、どの
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ように喜んでくれるのかなど考えながら作成した。そしてクリスマス当日になり、参加してくれた親

子を見ると 0～5 歳までの子ども達で、想定していたよりも年齢が幅広かった。自分達の出し物を喜

んでくれるか不安だったが、ペープサートを行うと、子ども達は歌を一緒に歌ったり、興味・関心を

示してくれた。プレゼントの手渡しを行うと、「ありがとう」という言葉をもらい、嬉しそうな表情

でプレゼントを受け取ってくれた。コロナ禍の中で暗い気持ちだったのが、逆に子ども達の方から元

気をもらった。そして、保育士の方々の出し物を見て、親子間でふれあい、楽しめるような出し物

や、子どもの興味を引き付ける表現をされていて、学ばせていただくものが多くあった。  

コロナ禍で、本町子育て支援パークに参加することが出来たことに感謝し、このような状況の中で

学んだことを今後の活動に活かしていきたい。 

 

（２）社会教育サークル「わかまなび」の活動報告 

①基礎情報 

顧問：森下順子  

代表： 2 年生…柏田詩乃  1 年生…山本愛優  

副代表： 2 年生…久保田真以  1 年生…溝脇知紘  

会計： 2 年生…大久保樹里  1 年生…田中美羽  

メンバー：大久保樹里・太田真生・岡田七海・柏田

詩乃・久保田真似・溝川千夏・山野紗綾（以上 2 年）

／田中美羽・中尾美羽・溝脇知紘・山本愛優・湯川

紗季（以上 1 年）  

 

②2020年度活動実績 

A．クリスマス会検討 

 かつらぎ町天野地域の育成会に参加している子どもたち（未就園児～中学 3 年生）を対象に 12 月

20 日に行われる予定であったクリスマス会の内容検討を行った。 

 

日時：12 月 20 日（13：00～クリスマス会開始、信愛担当は 14：00～15：00） 

対象：未就園児 13 名、小学生 15 名、中学生 1 名 

場所：子ども会はゆずり葉、信愛生は和歌山信愛大学 

内容：13：00～太鼓練習 

14：00～フェイスシールドデコレーション、ジャスチャーゲーム（信愛担当） 

15：00～クリスマスケーキ 

15：30～ビンゴゲームとプレゼント交換 

方法：ZOOM によるオンライン開催、信愛と育成会をオンラインによってつなぐ 

 

上記の日程で準備を進めてきたが、かつらぎ町で新型コロナウイルスのクラスターが発生したため、

12 月 11 日にクリスマス会の中止が決定した。以下には信愛で考えていた製作の内容について示す。 
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【フェイスシールド】 

フェイスシールドをシールや画用紙などを用いてデコレーションし、自分オリジナルのものを製作す

る。 

材料：フェイスシールド（子供用と大人用）、画用紙、シール、綿、 

はさみ、のり、ボンド、油性ペン等 

工夫点：未就園児または小学校低学年の子供には、フェイスシールドでサンタになるようにデコレー

ションをすることを提示する。中学年から中学生までは材料を十分に用意し、自分で好きなように製

作できるようにした。発達段階に合わせて活動内容を設定し、クリスマスをモチーフとした活動をし

たいと考えた。 

製作の注意点としては、目の部分を開けることである。そうすることでフェイスシールドを着用する

と実際にサンタになれるようになる。 

 

《感想》 

 年齢幅が広かったため、発達段階に合わせて難易度を設定することが難しかった。実際に製作する

ことはできなかったが、材料は十分に用意することが出来たため、次回の活動に使いたいと考える。

製作活動は、子どもの年齢に合わせてその場での声掛けや助言等が必要であると思う。リモートでは

そういったことが出来ないために、対面による交流の中でフェイスシールドデコレーションをしたい

と思う。 

 

【ジェスチャーゲーム】 

ジェスチャーゲームは年齢の幅も広く、簡単なゲームとして盛り上げることができる遊びだと考えた。 

方法：①子どもたちを４つのグループに分け、各グループにホワイトボードとマジックペン 

を一つずつ配っておく。 

②各グループから一人、学生が出す題を他の班にジェスチャーをする。 

 題材：スポーツ、動物、お仕事などの動きの形態模写を出す。 

    子どもたちが分かりやすいものを題材とする。 

③他のグループはホワイトボードに記入して答え、正解したら得点になる。 

④合計点に応じてお菓子等の景品を渡す。 

 

《工夫点》 

 ・年齢を考慮し、平均年齢が均等になるように班を分ける。 

 ・最初は見本を学生が示すことで、子どもたちが分かりやすくなすようにする。 

 ・景品を用意することで楽しみながら競う気持ちを持たせる。 
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《題材例》 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    ゴリラ              警察官 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     野球              うさぎ 

 

B.新年メッセージカード製作 

 クリスマス会が開催できなかったため、代案として新年のメッセージカードを製作した。 

【概要】 

・サイズ：A５サイズで縦半分に折る 

・モチーフ：年賀状 

・対象：天野育成会の子どもたち（小学１年生～中学３年生の１９名） 

・その他：絵やメッセージの量や配分は自由、学生の名前を記載する 

     外側への装飾も可 

【留意点】 

年齢幅が広いため、漢字の使用に注意を払い、必要であればフリガナを振るようにした。 

どの子供に渡しても喜んでもらえるような絵柄とメッセージにすること、つまり男女、年齢関係なく

渡せるように作成した。 
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２年生 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１年生 
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C.アンケート 

 育成会の子どもたちが、1 年間どのような生活をしてきたのかをアンケートにより調査した。 

 

【質問事項】 

Ⅰ：あなたは何年生ですか？ 

Ⅱ：今年 1 番楽しかったことは何ですか？ 

Ⅲ：お家ではまったことや、していた遊びは何ですか？ 

Ⅳ：コロナによる自粛中（外に自由にいけない時）に大変だったこと、困ったことを教えてください。 

Ⅴ：コロナにかからないために注意していることは何ですか？ 

Ⅵ：来年、大学生としたいことを教えてください。 

Ⅶ：大学生へのメッセージや絵など自由に書いてください。 

アンケートは 1 月中頃に、レターパックにて送らせていただいたため、結果の統計はできていない。

来年度の活動はそこから始めたいこうと思う。 

 

③活動を終えて 

 【この１年間を通しての感想】 

学生の感想として主に 3 つ挙げられた。 

・リモートでの活動企画は、今まで対面での活動だったために考えることが初めてだった。私たちに

とって良い機会だったとも捉えることができる。しかし結局、新型コロナウイルスの影響から活動が

できなく、残念だった。今回の出来事を次回の活動に、どうにかして生かしていきたいと考えている。 

・何も活動できないまま終わるのではなく、メッセージカードを贈ることができて嬉しかった。直接

会えない分、メッセージカードから文字と絵だけで気持ちを伝えるため、普段とは違った難しさや大

切さを実感することができた。 

・2 年生にとって、コロナウイルスの影響は、和歌山の魅力発信として、住んでいても分からなかっ

た和歌山や自身の魅力等、去年多く知ることができたことに感謝する機会になったとも考えている。

だからこそ、初めてのサークル活動で、１年生にも自然あふれる地域を訪れる楽しさや人々の優しさ

を身近に感じてほしかった。 

 

【今後の活動を通して、やりたいこと案】 

コロナウイルスが終息していれば、子どもたちと実際に顔を合わせて外で思いっきり遊びたい。ま

たそれが難しくても、リモートで今回クリスマス会ように考えた、ジェスチャーゲームやフェイスシ

ールドの製作をしたい。 

コロナウイルスが終息していなければ、他地域での活動や YouTube などの SNS を利用した活動も行

っていきたいと考える。 
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４．信愛大学発！お家でいきいきタイム～家庭で楽しく過ごせる動画 

①提案のきっかけ 

きょう育の和センター委員の森下順子准教授より、以下の提案があった。 

「2回生の授業「地域連携フィールドゼミナール」の担当をしています。5名の担当教員ごとにゼミ

が始まっています。森下は14名のゼミ生で「和歌山の子育て支援」がテーマです。本来なら地域に出

かけて調査や実践と考えていたのですが、現段階ではそれが叶いません。 

 新型コロナウイルス感染症の影響で、未就園児を持つ親が日々家に閉じこもり、子育てに悩んだり

、子どもがストレス過多になっていることが言われています。 

 そこで、ゼミで「私たちにできること」を検討しました。結果、家の中で簡単に親子で楽しめる工

作や手遊びを、大学のインスタやツイッターで発信したいという希望がでています。  

 現段階での内容は、保護者向けには発達段階の説明と、子どもたちには、1歳児、2歳児、3歳児の発

達にあったそれぞれの遊びの提供と考えています。6月から月に1回更新、現段階では5か月間、10月

までと考えています。 

  情報発信は、今年お世話になる予定の、WACわかやま、ぐるんぱ、わかばの子育て支援拠点のマ

マを中心に、信愛大学のホームページを見てもらうようお願いしようと考えています。」 

 以上の問題提起を受けて、きょう育の和センターでは、子ども教育学科の専門性を生かしこの活動

に積極的に取り組むことがコロナ禍でできる地域貢献であると考え次の提案をした。  

 

和歌山信愛大学発『お家でお子さん・パパ・ママがいきいきと過ごすためのヒント』と

して動画配信することとした。 

 

②動画の内容 

１．悩み相談 ２．作って遊ぼう ３．ワクワク遊び ４．楽しく体を動かそう などの内容を発信

する。きよう育の和センターの担当教員だけでなく何か楽しいことを発信できる人は積極的に参加し

ていただく。 

取り組む期間 

  月に１回更新、とりあえず６月から10月まで 

 

③動画を見るには 

和歌山信愛大学のホームページを開き、研究機関をクリックし、きょう育の和センターをクリック

、「信愛大学発！お家でいきいき～家庭で楽しく過ごす動画～」をクリックすると動画を見ることが

出来る。 
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④作成された動画 

１． 作って遊ぼう ６動画 

地域連携フィールドゼミナール森下ゼミ生が作成した。子育て支援をテーマに研究を進めているが

、コロナ禍で学外に出ることがやや困難のためおうち時間で楽しめる「作って遊ぼう」をテーマに発

達段階を考慮した親子活動を動画にしている。準備するもの、制作上の留意点、制作手順が大変わか

りやすく、気軽に家庭で楽しめる内容になっている。詳細については、本誌所収の地域フィールドゼ

ミナール森下ゼミの報告をご覧下さい。 

 

２． 体を動かそう ６動画 

地域連携フィールドゼミナール森崎ゼミ生15名が和歌山市の健康寿命や健康について研究し、体力

作りのための動画を作成した。学生が演技をしてどの部分の強化に役立つのか、わかりやすく解説し

ている。ＮＨＫのテレビ体操を見ているような堂々とした振る舞いが視聴している人に安心感をもた

せる。年齢やプログラムの内容など大学２年生が作成した動画とは思えないような内容となっている

。なお、詳細は本誌所収の地域連携フィールドゼミナール森崎ゼミ生の報告をご覧下さい。 
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３． 見て楽しもう 13動画＋１動画 

１年生の授業に「子どもの表現Ⅰ」がある。その課題の一つに総合表現として人形劇に取り組むこ

ととした。はじめにストーリー、登場人物、脚本、台詞、効果音楽等をグループごとで話し合い決定

する。次に、登場する動物や人物を紙袋を活用し紙パク人形を作成した。準備が出来たところで実際

に何度もリハーサルをし本番はビデオカメラに撮影し動画とした。紙パク人形を動かしながら役にな

りきってセリフを言うことで、相手に伝えることの難しさや楽しさが学べたと思われる。動画をＹｏ

ｕＴｕｂｅで配信することでモチベーションが上がったと学生が話していた。 

演じた劇は、「三匹の子豚」「オオカミ少年」「ドラえもん」「かぐや姫」「おむすびころりん」

「ありとキリギリス」「鶴の恩返し」「シンデレラ」「さるかにがっせん」「白雪姫」「大きなかぶ

」「それゆけアンパンマン」「赤ずきんちゃん」である。見る対象は幼児であることを限定したため

、自分たちが子どもの頃見た、絵本やアニメが題材として取り上げていた。演技時間を５分以内とし

たため、展開を簡略化して飽きない動画として楽しめるものになったと考える。 

 

⑤最後に 

 コロナ禍でおうち時間を楽しむ方法は、テレビ等で話題になりユーチューブやTictokなどのメディ

アで表現することは学生にとっても日頃関心があり、自分を表現する道具として使いこなせる学生が

多いと感じた。 

 課題としては、音楽や知的好奇心を育む科学関連のもの、数遊びや幼児が楽しめる英語活動、絵本

の読み聞かせ、創作紙芝居など幅広いジャンルの配信を来年度も配信していきたい。  

 また、多くの方々に「信愛大学発！お家でいきいき～家庭で楽しく過ごす動画」を配信しているこ

とを知っていただくために広告用パンフレットを作成し、子育て支援施設等に配布したいと考える。 
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５．ぶらくり丁活性化事業について 

（１）和歌山市まちなか賑わい創出企画「ぶらくり学生応援隊プロジェクト」 

 昨年度に引き続き、和歌山市産業部商工振興課より、「学生目線による商店街活性化」を目指すま

ちなか賑わい創出事業「ぶらくり学生応援隊プロジェクト」への参加依頼を受けて、参加学生募集を

行った。その結果、2 年生 2 名、1 年生 1 名の応募があり、

和歌山信愛大学チームとして、和歌山大学、東京医療保健

大学等とともにぶらくり丁商店街活性化に向けた活動を行

った。 

今年度は、事業委託を受けたテレビ和歌山のコーディネ

ートにより、新型コロナ対策に万全を期した上で、商店街

活性化のためのテレビ CM 制作活動を行うことになった。 

 まず、10 月 4 日に事業趣旨の説明会があり、その後ぶら

くり丁散策（フィールドワーク）が行われた。ぶらくり丁

の実情を学んだうえで、各チームごとに CM 作りのための

基礎学習を行い、専門家の助言を受けながら商店街の魅力

を発信する CM の内容を立案した。企画内容を絵コンテに

落とし込み、商店街の方々との打ち合わせを行いながら、

準備を進めた。 

 12 月以降、キャンパス内を中心に最新の注意を払いなが

ら CM 撮影を行った。プロのカメラマンやスタッフの方々

の支えを受けながら、役者になりきって学生たちは撮影に

取り組んでいた。 

 完成した CM は、2 月から 3 月にかけて、テレビ和歌山

にて実際に放映される予定である。 

（文責：江口怜）  
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６．正課授業の取り組み 

（１）1年生必修科目「ボランティア実習」 

①概要 

 本学では、社会に貢献する態度を身につけ、コミュニケーション力を養うこと等を目的として1年

生対象の必修科目として、「ボランティア実習」を開講している。2020年度は、新型コロナウイルス

感染症の影響で、大きく授業内容を変更せざるを得なかった。以下に示す通り、新型コロナウイルス

感染症対策を講じた上で後期より部分的に学外実習を開始したが、大部分を学内授業で代替し、ボラ

ンティアの精神やボランティア活動の実際を学ぶゲスト講義を中心に授業を展開した。  

 

②新型コロナウイルス感染症対策 

〇学生に向けた注意点（事前に授業内で伝達・指導） 

・毎日検温し、学生ポータルのアンケート（健康観察）を通して報告することを徹底してくださ

い。また、前日もしくは当日に37.0度以上の熱がある（平熱より1度程度高い場合も含む）場合、

学生ポータルの健康観察で記載された「症状」に一つでもチェックがある場合は、ボランティア

活動への参加を取りやめてください。さらに、同居家族等の濃厚接触者が前日もしくは当日に高

熱等の体調不良がある場合や感染疑いが判明した場合等は、ボランティア活動への参加を取りや

めてください。これらボランティア活動への参加を取りやめる場合や、判断に迷った場合は、必

ず担当教職員に連絡の上、受け入れ団体にも連絡してください。 

・ボランティア活動中に体調不良が生じた場合も、速やかに申し出て早退してください。 

・ボランティア活動中は、特別な指示がない限り必ずマスクを着用してください。 

・手洗い・消毒、ソーシャルディスタンスの確保、食事を行う場合の感染防止、その他受け入れ

団体からの申し入れを受けた感染防止対策を徹底し行ってください。 

・熱中症対策のため、着衣に配慮し、水分補給をこまめに行ってください。 

・ボランティア活動参加後に、新型コロナウイルス感染症の可能性のある症状が発症した場合は

、速やかに担当教職員に申し出てください。 

・厚生労働省作成の「新型コロナウイルス接触確認アプリ」を必ず自身のスマホにインストール

してください（https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/cocoa_00138.html）。使い

方はボランティア実習のガイダンスの際に説明します。 

〇ボランティアに送り出す際の基準 

・現在厚生労働省が定めている「濃厚接触者」の基準＝「必要な感染予防策をせずに手で触れる

こと、または対面で互いに手を伸ばしたら届く距離（１ｍ程度以内）で15分以上接触があった場

合」を踏まえ、不特定多数の人と濃厚接触する可能性のあるボランティア活動への参加は当面見

合わせます。 

※厚生労働省「新型コロナウイルスに関するQ&A」2020年6月13日版 

https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/kenkou_iryou/dengue_fever_qa_00001.html#Q3-3） 

・特定の少数の人と濃厚接触することを避けがたいボランティア活動（学童保育ボランティア等

）に関しては、受け入れ団体の責任者と事前に情報共有を行い、十分な感染防止対策を施してお

り、また万が一当該活動終了後に参加者の感染が発覚した場合に直ちに連絡をとれる体制である

ことを条件とし、学生本人・保護者の希望がある場合は参加を認めます。 

https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/cocoa_00138.html
https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/kenkou_iryou/dengue_fever_qa_00001.html#Q3-3
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・濃厚接触の可能性が無いもしくは極めて低い活動（屋外での清掃ボランティア等）に関しては

、受け入れ団体の感染防止対策を確認した上で、通常の感染対策を徹底した上でボランティア活

動への参加を認めます。 

 

③学内授業の概要 

回

数 

実施 授業概要／ゲスト講義概要 

1 7月 ボランティア実習の概要と意義の説明 

2 7月 おのみなとこども食堂 理事 岡定紀氏 

「ウィズコロナ期のこどもを巡る環境―こども食堂を通して」 

3 8月 2年生のボランティア体験報告、NHK「明日へつなげよう “コロナ危機”誰ひとり取り

残さない～災害支援の現場から」視聴とディスカッション 

4 9月 和歌山県子ども・女性・障害者センター 障害者支援課長 秋月清秀氏 

「障害を知り、ともに生きる」                              

5 9月 後期の授業方針説明、和歌山市地域フロンティアセンターの市民公益活動登録制度紹介 

6 10月 海南市社会福祉協議会 

「地域福祉を担う社会福祉協議会の意義と活動」 

7 10月 ボランティア募集の仕組みに関する講義・グループワーク 

8 10月 和歌山信愛大学教育学部 教授 村上凡子氏 

「ふれあい教室を居場所として通う児童生徒に寄り添うこと」 

9 10月 熊本大学熊本創生支援機構 准教授 安部美和 氏 

「熊本の災害とボランティア～ボランティア活動の多様性」 

熊本学園大学ボランティアセンター 副センター長 髙木亨氏 

「災害ボランティアと学生の力」 

※日本財団学生ボランティアセンター連携オンライン講座 

10 11月 和歌山市社会福祉協議会 岩橋智秀氏ほか 

「災害ボランティア～災害時にも、助け合おう！」＋ワールド・カフェ 

11 11月 NPO法人TEDIC 職員 大庭佳乃氏 

「東北大学での学生ボランティア経験と宮城県石巻市での子ども支援活動」 

※日本財団学生ボランティアセンター連携オンライン講座 

12 11月 NPO法人子どもシェルターるーも 理事（弁護士） 伊藤あすみ氏 

「子どもシェルターの役割と必要性」 

13 12月 NPO法人子どもの生活支援ネットワークこ・はうす 事務局長 馬場潔子氏 

「コロナ禍におけるこども食堂・子どもの居場所の状況」 

14 12月 JICA海外協力隊ヨルダンOG 服部光氏 

「幼稚園の先生で中東に！？」 

※協力：わかやまJICAボランティア応援団 

15 12月 ボランティア実習を振り返るグループ討議 

16 1月 ボランティア実習を振り返る発表会 
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17 1月 ボランティア実習を振り返るレポート作成 

注：1学年を2クラスに分けて授業を実施しており、第9回のみ異なるゲスト講師の講義となったが、その他は同じ内

容である。また、ゲスト講義のタイトルは、講師による提示がなかったものは講義内容を基に筆者が設定した。 

 

④ボランティア活動実績 

 2020年度中（実際は後期のみ）、1年生82名が参加したボランティア活動は17件で、活動総日数は5

7日、のべ参加人数は159名である。以下では、ボランティア活動を4つに類型化し、それぞれの活動

実績をまとめた。なお、2019年度に和歌山市教育委員会のコーディネートで参加した「教育ボランテ

ィア」（和歌山市立小学校・幼稚園でのボラティア）は、今年度は中止となった。  

 

A. 和歌山市地域フロンティアセンターから紹介を受けたボランティア 

 

 

B.和歌山県社会福祉協議会ボランティアセンターから紹介を受けたボランティア 

 

 

C.学生が自主的に見つけて参加したボランティア 

 

 

D.大学が依頼を受けて学生に紹介したボランティア 

日程 活動・イベント名 主催・依頼元等 場所
参加学

生数

11月14日 2

11月20日 6

11月24日 4

11月27日 4

12月1日 3

12月5日 4

計 23

和歌山市中心市街地総合型地域スポー

ツクラブ設立準備委員会
和歌山市タグラグビー教室ボランティア

日程 活動・イベント名 主催・依頼元等 場所
参加学

生数

1月9日
障害者・高齢者のいけばな援助ボラン

ティア
いけばなの会 和歌山市 3

1月10日 視覚障害者の援助ボランティア 和歌山県網膜色素変性症協会 和歌山市 3

計 6

日程 活動・イベント名 主催・依頼元等 場所
参加学

生数

10月24日 1

11月14日 1

12月6日 クリスマス LEDキャンドルづくり 冒険あそび倉庫 和歌山市 2

1月10日 高津子山を桜の山にプロジェクト N P O法人和歌の浦万葉薪能の会 和歌山市 2

計 6

運動場清掃ボランティア 岩出小学校 岩出市



17 

 

 

 

⑤学生の感想（レポートより抜粋） 

・「現在コロナウイルスの影響で、参加できるボランティア活動に制限がある。制限がある中で、今

の私に何ができるかをしっかり考え、行動することが必要だと学んだ」 

・「私は、このボランティア実習の授業を通して、ボランティア活動は、他人事・かわいそうだから

ということで行うのではなく、ボランティアを求めている人はどんな思いで助けを求めているのか、

今自分だからできることを考え、見つけだすということが大切であると考えた」 

日程 活動・イベント名 主催・依頼元等 場所
参加学

生数

9月12日 2

9月19日 2

9月26日 2

10月21日 1

10月24日 1

10月31日 1

11月21日 1

11月28日 1

1月16日 1

10月4日 1

10月15日 1

10月27日 1

11月11日 1

12月24日 1

2月4日 1

11月3日 農業ボランティア 海南市 3

11月22日 学習支援ボランティア 海南市 5

11月29日 見守りボランティア 海南市 6

12月5日 地域清掃ボランティア 海南市 18

12月13日 学習支援ボランティア 海南市 4

11月4日 12

11月12日 3

11月24日 1

11月30日～12月4日 10

12月8日 2

12月14日～18日 11

12月22日 2

12月24日 3

1月12日～15日 14

12月5日 1

12月19日 1

12月20日 子ども食堂ボランティア おのみなとこども食堂 和歌山市 6

12月25日 こども科学館親子プログラミング教室 和歌山市立こども科学館 和歌山市 4

計 124

海南市社会福祉協議会

ふれあい教室ボランティア 和歌山市立子ども支援センター 和歌山市

中学生の課外学習支援ボランティア 海南市教育委員会 海南市

まちなか賑わい創出企画「ぶらくり学生

応援隊プロジェクト」

和歌山市商工振興課（業務委託・テレ

ビ和歌山）
和歌山市

いわでアスリートクラブ 岩出市教育委員会 岩出市
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・「ボランティアは誰でも参加できて、今まで関わってこなかった方とのつながりができます。ボラ

ンティアには誰かと誰かをつなぐ力もあると私は感じました」 

・「私は和歌山市子ども支援センターのボランティアに参加しました。このふれあい教室は、学校に

行きづらかったり、人とあわせたりするのが苦手な子どもたちが学校で学びきれない勉強をする場所

です。私はこのボランティアに参加するまでは、勝手なイメージとして、不登校の子どもは話してく

れたりするのかな、全然会話できなかったらどうしよう、と思っていましたが、いざボランティアに

参加して話しかけてみると、普通の子と全然変わらずに話してくれました。（略）このふれあい教室

で多くの子どもたちとコミュニケーションをとれるようになったのも、自分から子どもたちに話しか

けるという行動をしたからだったので、すべてのきっかけは自分から動くことによって始まると、実

際に体験してみて身をもって感じました」 

・「実際にボランティアに参加することがコロナの影響でできなかったのですが、ボランティアに参

加したいという気持ちに変わり、この授業が終わっても、募集しているボラティアを進んで見つけ参

加しようと思いました」 

・「海南市塩津地区での高齢者訪問ボラティアでは、高齢者の自宅を訪問し、困っていることや防災

に関することのアンケートを取り、お話をした後マスクとカイロを配りました。マスクは別日に子ど

もたちがボラティアで高齢者のために手作りしたものでした。そのことを伝えると、とても喜んでく

ださり、自分が作ったわけではないですが、心が温かくなりました」 

（文責：江口怜、森﨑陽子） 

 

ボランティアの様子（海南市社会福祉協議会ご提供） 

 

 

上段：学習支援ボランティア 

下段：左 高齢者見守りボランティア 中央 海岸清掃ボランティア 右 農業ボランティア 
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（２）2年生必修科目「地域力再生論」 

①概要 

2年生前期に開講される地域連携科目の一つであり、2020年度の受講人数は82名だった。 

シラバスでは次のように概要を説明している。「和歌山が抱える地域課題について理解を深め、課

題解決のための力を身につける授業である。最初に、近年注目されている「持続可能性（sustainabilit

y）」や「包摂（inclusion）」の概念を理解し、和歌山県の先進的な取り組みを学ぶ。次に、地域課

題の具体的な事例を行政関係者・地域住民・NPO関係者等との対話やグループごとのインタビュー調

査を通して協働的・実践的に学習する。最後に、学んだ内容を報告し合い、地域社会の一員として出

来ることを「自分事」として考察する。」 

 

②授業の構成 

 授業の主眼は、行政、企業、NPO、地域住民等の多様な人々との対話を通して、課題発見力・解決

力を身につけることにあり、グループワークも積極的に取り入れる予定であった。  

 しかし、新型コロナウイルスの感染拡大の中で、前期開講科目の大半は遠隔（リモート）授業とな

った。そのため、ゲスト講師を依頼していた方々ともご相談しながら、Zoomを活用してできるだけ

当初予定していた形態の授業構成となるよう工夫を行った。実際の授業構成は下表の通りである。 

 

表 2020年度「地域力再生論」の授業構成 

 

 

この内、第7回～10回のゲスト講義の一部のみ、学内の教室を分散しながらも対面形式が可能とな

り、残りの回すべては学生が自宅からパソコンやスマートフォン等を活用して受講した。グループワ

ークに際しては、Zoomのブレークアウトセッション機能や、Googleドキュメント、LINE等を駆使し

てコミュニケーションをとることになったが、学生たちは柔軟に対応しながらグループ活動を進めて

いた。 

回 日程 タイトル 主担当教員／ゲスト講師 備考

1 4月9日 オリエンテーション 江口怜

2 4月16日 和歌山の地域課題を学ぶ 千森督子

3 4月23日 地域課題の解決方法を考える①

4 5月7日 地域課題の解決方法を考える②

5 5月14日
ゲスト講師との対話「和歌山市におけるSDGｓの

取組と和歌山市SDGｓ推進ネットワーク」
滝本智史氏（和歌山市企画課事務副主査）

6 5月28日
ゲスト講師との対話「和歌山県の現状と取り組む

べき課題」
城雄人氏（和歌山県企画総務課主査）

7 6月4日 ゲスト講師との対話「多文化共生のまちづくり」
木村恵子氏（和歌山県国際交流協会国際交流推進

員）

8 6月11日
ゲスト講師との対話「地域資源（フルーツ）を活

かした地域活性化の取り組み」

児玉敏昭氏、松山峰廣氏、西峰祐美氏（一般社団

法人紀の川フルーツツーリズム理事）

9 6月18日
ゲスト講師との対話「未来ある子どもたちにリサ

イクルの大切さを知ってもらう！」
松田美代子氏（株式会社松田商店会長）

10 6月25日
ゲスト講師との対話「地域力再生における市民の

役割」

志場久起氏（和歌山県NPOサポートセンター・セ

ンター長）

11 7月2日 グループ別の振り返り・成果発表準備①

12 7月16日 グループ別の振り返り・成果発表準備②

13 7月30日 成果発表会

14 8月6日 まとめ

千森督子・江口怜

千森督子・江口怜

約60分講義＋約30分担当グ

ループより「公開インタ

ビュー」

ゲスト講師の提起するテーマ

ごとに6グループに分かれる。

事前学習・ゲスト講義の内

容・公開インタビューの成果

等を基にパワーポイントで成

果発表（リモート開催）。
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Zoomを利用してオンラインで開催した体験発表会では、打ち合わせや練習を重ねた結果、各グル

ープが約15分の報告を適切に行うことができた。ゲスト講師の方々も複数名オンラインで参加してく

ださり、その場でご講評をいただくことができた。 

 

オンライン成果発表会の様子 

③ゲスト講義の概要とテーマ 

（１）和歌山市におけるSDGsの取組と和歌山市SDGs推進ネットワーク（和歌山市企画課） 

 和歌山市は、2019年に内閣府の事業において「SDGs未来都市

」に選定された。今回は、和歌山市企画課にSDGs推進に取り組

み、関係団体のネットワーク化に意欲的に取り組まれていた滝本

智史氏にゲストとしてご講義いただいた。学生たちは、和歌山市

の「SDGs未来都市計画書」等を基に事前学習を深め、より深め

たいテーマについて講義の後に公開インタビューを行った。 

 

（２）和歌山県の現状と取り組むべき課題（和歌山県企画総務課） 

 和歌山県は、人口減少・過疎高齢化や南海トラフ地

震に関する防災等、多様な課題を抱えている。今回は

、和歌山県企画総務課の城雄人氏より、和歌山県の抱

える課題に対する取り組み状況について、インフラ整

備、産業政策、子育て・教育環境の充実、防災など多

様な観点からご講義いただいた。学生たちは、和歌山

県の「長期総合計画」を中心に事前学習を深めた。 

 

（３）多文化共生のまちづくり（和歌山県国際交流協会） 

 公益財団法人和歌山県国際交流協会は、和歌山県からの指定を受けて和歌山県国際交流センターを

運営し、国際交流や多文化共生に関わる活動を展開している。

人口減少社会において外国より日本へ来る人々が増加する中で

、地域社会や学校現場で多文化共生の実現は重要な課題である

。今回は、和歌山信愛女子短期大学の卒業生で、和歌山県国際

交流協会で長年国際交流推進員を務める木村恵子氏に、多文化

共生のまちづくりに向けた現状と課題をご講義いただいた。 
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（４）地域資源（フルーツ）を活かした地域活性化の取り組み」（一般社団法人紀の川フルーツツー

リズム） 

 市民活動団体を代表して、和歌山県の地域資源であるフルーツを

活かしたまちづくりに取り組む紀の川フルーツツーリズムの皆様に

ご講義をいただいた。ゲスト講義の当日も、フルーツの被り物を持

ってご参加くださり、市民活動特有の和気あいあいとした雰囲気の

中で学びを深めることができた。学生たちは、フルーツツーリズム

が主催する「ぷる博」というイベントについて事前学習を深めた。 

 

（５）未来ある子どもたちにリサイクルの大切さを知ってもらおう！（株式会社松田商店）  

 企業を代表して、リサイクル事業に取り組み、和歌山市の環境政

策にも関与してこられた株式会社松田商店会長の松田美代子氏にご

講義いただいた。2006年にオープンしたリサイクル見学システム工

場「エコ☆エデュテイメントパーク【ECO☆EDUTAINMENT PARK

】“くるくるシティ”」の工夫を始め、環境保護の大切さを子どもに

伝える意義を熱くお話下さり、学生たちも真剣に聴き入っていた。 

 

（６）地域力再生における市民の役割（和歌山県NPOサポートセンター） 

 和歌山県は、特定非営利活動法人わかやまNPOセンターに委託

し、和歌山県NPOサポートセンターを設置している。今回は、ボ

ランティアや市民活動の中間支援に取り組む、同サポートセンタ

ー長の志場久起氏にご講義いただいた。地域共生社会の実現のた

めに、行政、企業、市民団体、学校、自治会等が連携する必要性

が高まっていること等をお話くださり、本科目全体の意義を再確

認することができた。 

 

④受講後の学生の感想 

・「和歌山の現状について学ぶことができて、予想以上に課題があるということに驚いた。でもその

課題を流すのではなくてどうにか改善しようと試行錯誤して、協働して取り組んでいる人たちがたく

さんいるということを知った。そしてその人たちに直接話を聞くことで、自分たちの課題として捉え

ることができ、自分たち大学生にも力になれることがあると強く感じることができた」  

・「地域活性化という言葉を小学校から聞いており、何度も考えてきましたがいつもどういう活動が

あるのかわからないままでいました。今回のこの科目の中で6つの地域力再生の事例を詳しく聞き、

自分たちが地域活性化を考えるうえで大切なこと、基本になることを学ぶことができた」 

・「子ども達に教える前にまず、自分が和歌山の現状と課題についてさらに深く知る必要があるため

、これからも興味をもち調べていきたい」 

・「課題についての詳しい説明をゲスト講師の方から話を聞き、解決策を考えたり、自分たちにでき

ることは何かを考えたりすることを通して、今まで誰かが行動をしてくれる、自分には直接関係して

いないだろうという思いがあったが、和歌山の課題を自分事として考えることの大切さを学んだ」 

（文責：江口怜、千森督子） 
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（３）2年生必修科目「地域連携フィールドゼミナール」 

 

①概要 

フィールド学習により地域特性への理解を深めながら、内在する地域課題を解決する意欲と課題解

決力の向上を図る科目である。担当教員のもと、10〜15 人程度の少人数グループに分かれて、ゼミ

形式で学習を深める。和歌山市の中心市街地でありながら空洞化に悩む「ぶらくり丁」界隈や、歴史

を生かしたまちづくりを積極的に行っている「湯浅町」等をフィールドに、和歌山市や湯浅町と連携

して、地域の特性や町の仕組み、抱える課題を調査・探求し、町の整備、活性化や歴史的風致維持向

上にむけた計画、提案を考える。 

 

②ゼミ担当教員・テーマ・自治体 

千森督子ゼミ「湯浅の歴史と教育を生かした町づくり」＠湯浅町 

森﨑陽子ゼミ「和歌山市民の健康・体力づくりの課題と対策」＠和歌山市 

森下順子ゼミ「和歌山の子育て支援について」＠和歌山市 

小田真弓ゼミ「地域活性化と地域コミュニティ」＠かつらぎ町 

江口怜ゼミ「本町・ぶらくり丁の活性化と居場所づくり」＠和歌山市 

 

③新型コロナウイルス感染症対策 

 2020 年度は本ゼミナールを開講する初年度であったが、当初より新型コロナウイルス感染症の影

響でフィールド学習を行うことができず、遠隔（リモート）で授業でゼミがスタートすることになっ

た。前期は、各ゼミで創意工夫を施し、フィールドとなる地域の歴史や行政施策、地域活動の現状等

を学んだ。後期は、以下のように新型コロナウイルス対策に万全を期し、若干のフィールド学習を行

うことができた。 

＜新型コロナウイルス感染症対策（ゼミ共通）＞ 

・フィールドでの活動形態を精査し、不特定多数の人と濃厚接触する可能性のある活動は行わない。 

・公共交通機関による移動やフィールドでの活動の際に、三密を避け、感染リスクを徹底して避け

る。また、感染リスクの高い飲食をできるだけ避けたスケジュールで行う。 

・独自に「感染防止チェックシート」を作成し、学内教職員で活動形態等に問題がないか精査する。 

・学生への健康観察を義務付け、当日の発熱や体調不良者はフィールド活動への参加をとりやめ、代

替措置によって対応する。 

・フィールド活動の概要やゼミ共通の新型コロナウイルス感染症対策を保護者にも丁寧に説明し、参

加への同意を得る。 

 

④成果報告 

 以下に、各ゼミ又は各ゼミの学生が作成した 1 年間の成果報告書を掲載する。 
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地域連携フィールドゼミナール（千森ゼミ）成果報告 

湯浅の歴史と教育を生かした町づくりを目指して 
 

指導教員：千森督子 
ゼミ生：岩上佐恵、大久保樹里、大平桃子、柏田詩乃、加藤玲央、門戸麗伊奈 亀井美乃、 

栗林愛結、桑野光加、小池将太郎、鈴木亜衣、永春楓佳、松浦涼華、矢田皓己 

 

１．はじめに 

地域連携フィールドゼミナールはフィールド学習によって地域特性への理解を深めながら内在

する地域課題を解決する意欲と課題解決力向上を図る科目である。本ゼミはこの科目の中で「和

歌山県有田郡湯浅町」をフィールドに、町と連携して地域の特性や仕組み、抱える課題を調査・

探究し、町の整備と活性化を目指して計画や提案を行った。 

 

２．本年度の活動 

（１） 事前学習 

目的：活動場所である湯浅町について詳しく知るために、歴史・産業・現代的特色・教育に

ついて調査する。 

調査期間：令和 2 年 4 月 22 日～10 月 21 日 

方法：文献(WEB 検索を含む)検索、湯浅町役場職員による講話や提供資料から 

 

（２） 町家観察調査（重要伝統的建造物群保存地区内） 

目的：歴史を生かした湯浅町の町づくりを学ぶため。 

実施日時：令和２年 10 月 24 日、11 月７日 

方法：現地での町並みや町家の観察、写真撮影 

 

（３） 町家再生 

目的： 町が行っている町家再生について検討し、実際体験することにより、町家再生活動や

町づくりに参加する。 

研究期間：令和 2 年 4 月 22 日～令和 2 年 12 月 23 日 

方法：リモートによる交信、現地での作業 

 

（４） カルタ製作 

目的：社会教育では湯浅町教育委員会が主催している「わくわくチャレンジ教室」に興味を

抱き、参加することとした。カルタで湯浅の歴史・自然・産業などを取り上げ、カルタ遊び

を通して子どもたちに湯浅について理解してもらう。 

製作期間：令和 2 年 10 月 7 日～12 月 2 日 
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３.  活動の概要 

（１）事前学習（歴史・産業・現代的特色・教育） 

 前期は新型コロナウイルス感染症の流行により、自宅学習を余儀なくされていたために、学生各自

でインターネットを活用して調べるという形で進められた。6 月になり対面授業再開により湯浅町役

場職員による講話拝聴、資料提供によりさらに充実することができた。 

 

① 湯浅の歴史 

湯浅の地は今から 5000 年ほど前から人が住み始め、水（ゆ）が浅く広がったことから「ゆあさ」の

名前がついた。平安時代には湯浅の地名が歴史上の文献に登場する。時代が進み、明治 29 年に湯浅村

が湯浅町になり、昭和 31 年に田栖川村と合併して現湯浅町になった。 

歴史ある町のために町中には寺院、神社、町家、蔵などの歴史的な建造物が多数ある。とりわけ、

町家は湯浅の顔でもあり、特徴をもつ。近世町家も残され、厨子二階と本瓦、虫籠窓、幕板、格子の

特徴的なつくりがみられる。このような伝統的な建造物が残されていることから、平成 18 年に全国初

の醤油の醸造町として国の「重要伝統的建造物群保存地区」に選定された。 

さらに、湯浅町は平成 29 年には日本遺産に認定され、寺院、神社では深専寺、顕國神社などが文化

庁から構成文化財として認定された。 

 

  

近世町家                 幕板 

②湯浅の産業 

 湯浅の産業としては、漁業（シラス、その他鮮魚、干物）、農業（柑橘類、野菜）、商業、醸造業な

どがある。中でも湯浅醤油や金山寺味噌の製造といった醸造業が有名で、今回はそれを主に取り上げ

た。 

・金山寺味噌 

 金山寺味噌は、今から 700 年ほど前に、中国の径山寺で修業を積んだ、のちに鷲峯山興国寺の開祖

である法燈国師よって伝えられた。温暖な気候と豊かな水源に恵まれた湯浅は金山寺味噌を作る上

で好条件であり、やがて湯浅は、金山寺味噌の名産地となった。 

 製造工程…仕込み→発酵→野菜混合→熟成である。 

・湯浅醤油 

湯浅醤油は、金山寺味噌の入った桶の底に沈殿していた汁から作られた。その後、種々の改良を経

て、湯浅の水が良かったことから、湯浅町は醤油の産地となった。 

 湯浅醤油の製造工程としては、原料処理→盛り込み→仕込み→発酵→圧搾→火入れ→瓶詰めである。 
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・醸造関係家屋 

湯浅は醤油・金山寺味噌の名産地であるがゆえに、醸造関係の伝統的な町家が数多く残されている。

醤油づくりには諸味から搾りだされた生醤油を窯で煮る「火入れ」の作業があり、火災防止のため、

建物の二階には壁や窓を漆喰で塗り固めた虫籠窓や袖壁がある。加えて仕込み蔵の天井や梁には「蔵

酵母」が付着しており、仕込み桶に降り注ぐことで醤油の風味が醸成される。これらは醤油醸造家

ならではの特徴である。 

 湯浅町内の醤油醸造関係家としては、角長（天保 12(1841)年創業、現在も手作り醤油製造を継承）、

栖原家（明治 39(1906)年に栖原秋公が創業、昭和 57(1982)年に廃業、現在残された建物は資料館と

して整備中）、戸津井家（文化年間(1804-18)より醤油醸造業を営む北町通りの醸造家）等があげら

れる。 

 

② 湯浅の現代的特色と課題（地理・人口・交通） 

・地理 

 湯浅町は和歌山県有田郡にあり、紀伊半島の西部の海が陸に入り込んだ入り江の奥に位置している。

面積 20.79 ㎢の町である。 

・人口 

 人口は昭和 60 年では 17,171 人なのに対して、令和 2 年では 11,735 人と 35 年の間に 68.3％に減少

している（下図参照）。さらに、農家数は減少しており、観光客は増加傾向にあるものの、宿泊客は

減少傾向にある。人口減は戸数減に繋がり、空き家が増加している。 

 

  湯浅町の人口推移 

昭和 60（1985）年  令和 2(2020)年 6 月 1 日現在 

 １７，１７１人        １１，７３５人 

湯浅町地方創生ブランド戦略推進課歴史文化係作成(国勢

調査<令和 2 年のみ住民基本台帳>より) 

 

・交通 

湯浅町にはＪＲ西日本紀勢本線が走っており、町内にあるのは湯浅駅のみであるが、中心部に近く、

一部の特急列車の停車駅にもなっている。湯浅駅における鉄道利用者は平成 10 年以降減少傾向だ

ったが、平成 20 年以降は横ばいで推移している。 

バスは、中紀バスと熊野御坊南海バスが走っているが、運行本数が少ない。さらに、町中を走る路

線バスがなく不便という問題がある。 

 

④湯浅町の教育 

 教育は、学校教育と社会教育から成り立つ。 

・学校教育 

湯浅町の学校教育を取り巻く状況 

湯浅町の人口約 11,735 人に対し、小学校 4 校（湯浅小学校、山田小学校、田栖川小学校・田栖川吉
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川分校、田村小学校）の児童数は 559 人で中学校 1 校の生徒数は 303 人である（令和 2 年 5 月現

在）。そして、町立保育所（3 ヶ所）・私立保育園（１園）・私立幼稚園（１園）の 3 歳～5 歳の子ど

もの合計人数は 97 人（平成 26 年）である。このことから、子どもの数が少ないことがよくわかる。

しかし、その子どもたちを町民みんなで育むことが出来るとも考えられる。 

小学校で行われている特色ある授業として、「醬油づくり体験」がある。醬油製造業者により醬油作

りの成り立ちを学び、ペットボトルで実際に醬油を作る体験が行われている。同じ原材料、同じタ

イミングで仕込んでも出来上がりが異なってくる。 

・社会教育 

社会教育施設・体育施設として、公民館・図書館・体育施設・教育集会所・町民プールがある。 

湯浅町が主催する社会教育の教室としては、手話教室・点字教室・手芸教室・パッチワーク教室・

わくわくチャレンジ教室などがあるが、私たちは、湯浅町教育委員会主催の「わくわくチャレンジ

教室」に興味を抱いた。 

「わくわくチャレンジ教室」は小学生に様々な体験の機会を提供するため、絵画教室や科学教室、

ロボコン教室等いろいろな教室を主に夏休みを利用して開催している。町内の全校を対象としてい

るために、異なる学校の児童の交流の機会として重宝されている。 

 

【事前学習を終えて】 

 事前学習の内容から、湯浅町には近世・近代の歴史的建造物が残されており、和歌山県で唯一の「伝

統的建造物群保存地区」に指定されていることが分かった。さらに醤油や金山寺味噌の醸造業や漁業

が盛んであることから湯浅町はさまざまな魅力がある町であることも知ることができた。しかし、現

代的特色に示した通り、人口減少と少子高齢化、また建物では空き家が問題になっている。 

 

次に、後期に行った実際の活動内容について示す。 

（２）町家観察調査 

歴史を生かした町づくりを調査するために湯浅町にある、重要伝統的建造物群保存地区内での町家

観察調査を実施した。 

 10 月 24 日、9 時半から 12 時半の約３時間、湯浅町の重要伝統的建造物群保存地区内をフィールド

ワークし、前期で調べていた特色ある町家のつくりを実際に観察・調査した。２グループに分かれ、

下記のように回った。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

伝統的建造物群保存地区図(湯浅町提供) 
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表１ 

 第 1 グループ 第２グループ 

① 北の町老人憩いの家 北の町老人憩いの家 

② 宿泊施設 休憩・案内所（旧岡正） 

③ 旧栖原家 宿泊施設 

④ 休憩・案内所（旧岡正） 旧栖原家 

⑤ 喫茶・お休み処 北町ふれあいギャラリー 

⑥ 北町ふれあいギャラリー 喫茶・お休み処 

⑦ 甚風呂 甚風呂 

⑧ O 家 O 家 

 

第１グループを参考に各々の建物の概要を説明する。 

 

① 北の町老人憩いの家…町の北部、北町の東に位置し、高齢者の心身の健康増進を図る目的で、

教養の向上やリクリエーションができる場を提供した新しい施設。 

② 宿泊施設…古い町家を一棟貸しの宿泊施設として改修した建物で、民間企業により再生活用

されていている。内部は天井が高く、広々としており、柱や天井はもともとの材を残してお

り、古民家の良さが体験できる。 

③ 旧栖原家…明治 39(1906)年に栖原秋松が家業とともに山形屋から継承したもので、3 代にわ

たり醤油醸造業を続けてきたが、昭和 57 年に廃業し、醸造関係の付属屋は平成 4 年に撤去さ

れた。残された主屋や蔵は、現在資料館として保存整備されている。 

④ 休憩・案内所（旧岡正）…江戸末期頃建築の元酒屋を町が休憩・案内所に改修した建物であり、

自由に見学、休憩が可能である。 

⑤ 喫茶・お休み処…民間企業により古民家の再生活用がなされている。ぜんざいやケーキセッ

トをいただきながら町家見学ができる。 

⑥ 北町ふれあいギャラリー…展示場兼休憩所であり、明治時代の建物を休憩場も兼ねたギャラ

リーとして活用していて、月替わりで絵画、陶芸などの作品を展示している。フィールドワー

ク実施日には、猫の絵画が展示されていた。 

⑦ 甚風呂…大正時代の銭湯が残され、民俗資料館として活用されている。内部は昔ながらの湯

船や洗い場で、建物裏側にはボイラー設備も残されていた。 

⑧ O 家…昭和初期に建築された小規模町家。平成 31 年度から修理工事に着手している。 

 

   他にも、伝統的建造物群保存地区内を歩くと建物外観が修復された魚屋や町中ミュージアムが

目についた。魚屋は湯浅港で水揚げされた旬の魚がたくさん売られていた。町中ミュージアムと

は、通りに面した建物に展示物が飾られており、町全体がミュージアムのようであることから呼

ばれたものである。醤油作りに使われた「せいろ」を再利用して古民具や生活小物が飾られてい

る「せいろミュージアム」、行燈を町中において夜の小道を照らす、「行燈ミュージアム」がある。

行燈は昼間も道行く人を楽しませるように歌が書かれているものもある。 
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宿泊施設外観                  宿泊施設内部 

    

旧栖原家外観                せいろミュージアム 

   

    休憩・案内所（旧岡正）外観       休憩・案内所（旧岡正）内部 

        

喫茶・お休み処              北町ふれあいギャラリー 
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（３）町家再生 

 重要伝統的建造物群保存地区内で湯浅町が行っている事業として、「伝統的建造物群保存修理事業」

がある。歴史的景観の維持・向上のために、毎年対象物件を選定して、建造物では外観を主体に修理

・修景し、湯浅の建物の独特の伝統様式を守るものである。今までに約百件が選定、修理されてきた。 

平成 31 年度から工事に着手している、O 家住宅もその一つである。私たちのゼミでは、O 家住宅の

再生活動に取り組むこととなった。 

 

① O 家住宅修理前の状況 

建物の形式、特徴 

敷地の間口いっぱいに主屋を構える町家で、棟札から上棟は昭和 11 年であること、小川大工による

ことが明らかにされている。築 85 年になるが昭和前期という湯浅の伝統的な家屋では比較的新しい

ために、２階の建ちが高い本二階屋である。屋根は土置き屋根であるが、大屋根は本瓦、庇は桟瓦で

ある。外部開口部は１階戸口が引き違いのガラス戸、床上開口部は格子にガラス戸と雨戸、２階開口

部はガラス戸と雨戸の組み合わせである。壁は竹小舞を編んだ下地に藁を混ぜた土を塗り、平側は主

に漆喰仕上げ、妻側は胴縁を打ち杉板(その後波板鉄板)が張られていた伝統的な様式である。 

主屋の規模は、間口 2 間半、奥行き 3 間半と小規模で、後方に炊事場と便所が別棟で突き出してい

る。 

主屋の平面構成は、1 階が通り土間に 1 列２室（６畳と４畳）の床上部分から成り、２階は６畳と

６畳半の２室構成である。２階の一室は床の間をもつ座敷である。 

 

建物の保存状況 

 長い間空き家であったために、建物の状況は古い瓦が落下する等の屋根の傷みだけでなく、その他

の部位の損傷も激しかった。外壁では漆喰の剥落や波板鉄板が張られている箇所は錆が進み、朽ちて

いた。建物内部はシロアリや湿気に因る被害が大きく、柱の虫食いや土台の腐朽により家屋に歪みが

発生し、襖のたわみや土壁と柱の間に隙間が開いていた。 

 

② O 家住宅修理状況 

保存整備事業は、原則として外観・構造のみが補助金の対象となり修理・修景されるので当家も同

様の修理内容である。なお、１階格子は比較的良好な状態のために、そのまま使用することとなった。 

     

         甚風呂外観              甚風呂洗い場・湯船 
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修理前立面図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

修理前 1 階平面図              修理前 2 階平面図 

                                 （早稲田大工さん作図） 
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大工さんによりゼミ活動前に終えられた修理 

 平成 31 年度から始まった工事は、屋根では野地板、垂木、束を新しい材に入れ替え、瓦は再利用で

きるものは再度用いて葺き替えが終えられていた。しかし、瓦の葺き方は伝統的な土を盛る土葺き方

法から空葺きに替わっている。屋根の重量軽減と釘留めにより瓦の剥落を防止するためである。 

 壁や床、建具を撤去し骨組みだけにし、家屋の傾きを修正する作業や傷んだ柱等の部材の取り換え

も進んでいた。柱の根元が腐っていたものは根継ぎで根元だけを新しい材に交換していた。また、２

階の階段踊り場半間北側に新たな柱を 1 本補強のために入れられていた。 

地盤沈下や地震に備えるために、建物の基礎をコンクリートで固め、１階の居室部であった部分は

コンクリート打ちとなっている。階段の撤去が行われ、２階への昇降は梯子使用となっている。 

居室間は柱が有るものの遮る建具や壁が無いために、各階 1 室構成となっている。 

外壁はトタン張りの箇所はトタンをはがし、平側は主に土壁に漆喰仕上げとし、妻側は構造強化の

ために板を間に入れ、土壁に杉板仕上げとするために胴縁が打たれていた。 

 

 

 

修理途中の平側正面外観    骨組みだけになった１階   ２階骨組みと新しい垂木と野地板 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

修理後立面図         （早稲田大工さん作図） 
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修理後 1階平面図           修理後 2階平面図（早稲田大工さん作図） 

 

ゼミ生と湯浅町、大工さんによる再生案の一部検討、提案 

 対面授業が困難であった前期はリモートでの交信により、後期は現地での検討会で、早稲田大工さ

んや湯浅町地方創生ブランド戦略推進課歴史文化係の山本係長や山口さんと共に以下の再生のための

項目の検討、協議を行った。 

a.妻側外壁材と隅柱の処理 

   課題：正面平側両隅にある隅柱の妻側面と板壁の取り合いをどうするか 

   提案：板壁(杉板)を柱に被せる方法とする 

    【理由】 正面平側の１階は真壁で柱が見えるが、２階外壁は大壁で柱は見えない。妻側は１

階、２階共に板材で覆う大壁なので、被せた方が良い。他家の修理事例にもみられる。 

b.平側正面格子下部外壁の仕上げ材 

  課題：外壁の仕上げ材を何にするか 

   提案：杉板張りとする 

   【理由】地域の町家の伝統的な材料だから 

c.平側正面の戸口敷居 

   課題：敷居を木材で再現するか、コンクリートに直接レールをはめるか 

   提案：コンクリートに直接レールをはめる 

    【理由】以前は 36 ㎜厚の木材にレールが打たれていたが雨などで敷居が腐りやすかった。コ

ンクリートに直接レールをはめた方が雨水が内部に入りやすい欠点があるが、腐りに

くさを優先する 

d.内部土間部分の仕上げ 

   課題：土間部分を砕石敷きとするか、三和土(たたき)仕上げとするか 

   提案：砕石敷きとする 

【理由】応急処理的仕上げで、安定性が悪い欠点があるが、変更容易や施工容易の利点から  

e.１階前面 6 畳間の土間と床上境の柱の挿入 
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   課題：柱がなかったが、耐力的に弱いために柱を挿入すべきか 

   提案：構造強化を重視して柱を入れる 

【理由】柱が入ると開放性減、活動上の妨げとなるかもしれないが構造強化を優先   

f.方杖による構造補強 

   課題：どこに入れるか 

 提案：基本は大工さんが示した部屋の四隅を主体に入れる。北側列の北西隅と二番目の柱隅は

胴差が入っていないので方杖を入れない原案であるが、妻側西隅に横架材を渡すことに

より北西隅は追加する 

【理由】構造補強のために 

g.建物の今後の活用 

   課題：内装は今回の事業では改修できないので、建物としては未完成の状態であるが、今後ど

のように活用するか 

提案 1：信愛大学のセミナーハウスとする→今後、便所や炊事場を整備する必要あり 

   提案 2：地域の子供の遊び場/学習館とする (家主/地域住民/行政/大学の連携必要) 

２階を活用する場合は階段設置が必須 

【理由】次年度以降も湯浅町でゼミ活動を予定しており、O 家を拠点として活動を継続したい

ために。また、教育学部なので子どもの活動や学習の場とし、信愛大学生がサポー

トする場としたいために 

 

ゼミ生による再生活動 

 早稲田大工さんによる指導の下、2020 年 10 月 24 日と 11 月 7 日に現地での再生活動を行った。活

動は外壁の板張り作業である。鋸や電動ドリルの扱い等の講習を受けてから杉板を張る作業に入った。

14 人のゼミ生が力を合わせて、主屋の一番長い棟下部分と炊事場外壁部分を担当した。 

体験した感想としては、「外壁の板張り作業に参加したが、釘を真っすぐに打つことは難しかった。」

「下の部分に釘を打つときは、姿勢や打つ角度を変えて打つことを学んだ。」「中学校の技術の時以来、

鋸を使ったが真っすぐに切ることが出来た。」「自分たちが張った板がそのまま残されるのが感激です」

等があげられる。 

 

 

 

鋸で杉板切断        電動ドリルでの穴あけ     脚立に乗り釘打ち作業  
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ゼミ生が張った板壁 1         ゼミ生が張った板壁 2   

 

大工さんにより外壁完成 

 その後、大工さんにより残された外壁部分が張られ 12 月には完成した。杉板の香りがたちこめる美

しい仕上がりとなった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

平側正面外壁              妻側南炊事場周辺外壁 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

妻側南外壁下部               妻側南外壁上部 
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（４）カルタ製作 

 社会教育でとりあげた「わくわくチャレンジ教室」に参加したいと思い、カルタを製作することを

決定した。全Ａ３サイズで“あ”から“わ”の 44 枚を、小学生が体育館で運動を兼ねて遊ぶことがで

きるように大きく製作した。湯浅町の歴史・産業・地理などを題材に、町家観察調査で私たち自身が

撮影した写真や手書きのイラストで製作した。結果、写真活用は２４枚、イラストは２０枚作ること

ができた。 

 今回は新型コロナウイルスの感染拡大の影響により、実際に「わくわくチャレンジ教室」でカルタ

大会を行うことができなかったため、制作したものはすべて湯浅町教育委員会に寄贈することになっ

た。 

来年度、機会があれば湯浅町の子どもたちと競技大会を開催して、遊びたいと考えている。 

 

   

          読み札                     取り札 

 

①製作した読み札 

表２は、私たちが考えた読み札の内容と方法をまとめたものである。 

 

表２ 

五十音 読み札 方法 

あ 秋祭り 子ども神輿に 太鼓の音 イラスト 

い 一緒に行こう 昔ながらの 湯浅の町へ 写真 

う 海青し たくさん採れる 海の幸 写真 

え 駅蔵は 湯浅の醤油蔵をイメージしている 写真 

お 大きなお堀 大仙堀 写真 

か 苅藻島 栖原湾に 浮かぶ島 写真 

き 金山寺味噌 古くからの 保存食 イラスト 

く くろしお乗って 湯浅の旅へ でかけよう イラスト 

け 顯国神社 代々伝わる 三面獅子 写真 

こ 麹菌 醤油や味噌には かかせない イラスト 

さ 三宝柑 湯浅の象徴 まちの花 写真 
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し 醤油でねらうは世界一 紀州名産 湯浅の醤油 写真 

す 栖原海岸 夕日を見るなら ここしかない 写真 

せ 施無畏寺 みんな集まる さくらの名所 写真 

そ 空の下 シーカヤックで 海面散歩 イラスト 

た 立石道標 熊野古道の道案内 写真 

ち 茶粥には 梅みそ昆布が よく合います イラスト 

つ ついつい 食べちゃう 湯浅自慢の醤油ソフト 写真 

て 伝建地区 残していこう 趣ある町 写真 

と 戸口に佇む格子戸 古民家の顔 写真 

な なれずしは 一口食べると やめられない イラスト 

に 二の丸温泉 疲れた体に 癒しの湯 イラスト 

ぬ ぬくもり感じる 古い町並み イラスト 

ね 猫ものんびりくつろぐ 小路の裏通り 写真 

の 野地板に 棲みつく 蔵酵母  写真 

は 花火の輪は 家族の和 湯浅の幸せ 語ってる 写真 

ひ 広保山城 お殿様は 湯浅宗重 イラスト 

ふ 福蔵寺 梅雨のアジサイ とてもきれい イラスト 

へ 弁財天神社 七夕祭りの会場 イラスト 

ほ 本勝寺 中世開創の 古き寺 写真 

ま 瞬く光 湯浅を照らす 行灯祭り イラスト 

み みんな大好き 有田みかん イラスト 

む 虫籠窓 虫かごみたいな 窓だから 写真 

め 名物の しらすがとれる 湯浅湾 写真 

も もろみ味噌 甘くてしょっぱい ごはんのお供 イラスト 

や 山田川 湯浅町を流れてる 紀伊水道に注がれる 写真 

ゆ 湯浅なす 甘くてまんまるな なすの王様 写真 

よ 洋風建築にみる インスタ映え 湯浅の町並み イラスト 

ら ランチは ほっと一息 美味いもん蔵  写真 

り リュックサック 背負っていこう なぎ公園 イラスト 

る 涙腺緩む 西有田県立自然公園の絶景 イラスト 

れ 歴史ある 湯浅の地名は 平安から イラスト 

ろ 老人憩いの家 町民みんなの 憩いの場 写真 

わ わくチャレで 作って遊んで 盛り上がろう イラスト 
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② 以下は手作りした取り札の一部である。 
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4．おわりに 

歴史を生かしたまちづくりを積極的に行っている「和歌山県有田郡湯浅町」をフィールドに、町と

連携して地域の特性や抱える課題を調査・探求し、町の整備、活性化や歴史的風致維持向上に向けた

計画への提案や教育への貢献を行うことができた。 

湯浅の町づくりでは歴史ある町を維持・継承するための古民家の再生活動に大工さんと連携しなが

ら取り組んだ。その中で私たちは外壁の板張り作業を体験させていただいた。大工さんにご教示いた

だきながら仲間と相談・協力して作業をした。今年度の活動で町家一棟の再生に携わることができた。 

教育では、「わくわくチャレンジ教室」内でカルタ大会を主催しようと企画した。そこで使用するカ

ルタ 48 枚（A3 サイズの絵札と読み札）を製作した。行政の方にアドバイスを頂いたり、実際に湯浅

町を訪れ、カルタの絵札用の写真を撮ったり、町の方のお話を聞くなどしてカルタ製作に取り組んだ。

完成したカルタはすべて湯浅町教育委員会に寄贈することとなった。今年度は新型コロナウイルス感

染拡大防止のため、人を集めるようなイベントが開催できなかった。次年度は、これらのカルタを用

いたカルタ大会を湯浅町で開催するなど、活動を繋いでいってもらいたいと考えている。 

 

謝辞 

 

今回、現地調査・来校していただいての講座・インタビューにご協力くださった湯浅町地方創生ブ

ランド戦略推進課歴史文化係長 山本隆重さん、山口徹也さん、並びに町家再生の際にご指導ご鞭撻く

ださった早稲田建築代表 早稲田伊織さんにこの場をお借りして厚く御礼申し上げます。 
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地域連携フィールドゼミナール（森﨑ゼミ）成果報告 

和歌山市の健康・体力づくりについて 

―コロナ禍の取り組み― 

 

指導教員：森﨑陽子 
ゼミ生：蟹井太陽、小谷康希、常田峻矢、中嶋康太、永原龍樹、西崎文彩、馬場滉真、藤本龍宜、 

三宅蓮、宮本亮、宮本りん、安原奈穂、山田楓斗、山野紗綾、吉永諒 

 

1.目的 

 私たちは、「和歌山市民の健康・体力づくり」に興味を持ち、和歌山市スポーツ振興課のご協力とご

指導を頂きながら、現状を理解するとともに内在する課題解決に取り組みたいと考えた。 

 着眼したのは、今年に入り、世界中に及ぶ新型コロナウイルス感染症拡大に伴い、和歌山県・市の

人々の運動の機会が失われていることへの対策である。私たちが体操を作成し、その動画を配信する

ことにより運動する機会を作ってもらい、健康保持・増進に少しでも尽力したいと考えた。 

 

2．方法 

（１）和歌山市民の健康寿命や健康に対する意識について 

インターネットによる調査 

（２）①取り組み 

    前期 体操動画の作成、YouTube への配信 

    後期 「ふれあいスポーツ教室」での体操実演とアンケート 

   ②成果と今後の課題の分析 

 

3．結果及び考察 

（１）和歌山市民の健康寿命や健康に対する意識について 

 まず、和歌山県・市の健康寿命について調査した。健康寿命とは「心身ともに自立し、健康的に生

活できる期間」のことである。和歌山県の健康寿命（図 1）は、男性は 77.6 歳、女性は 82.4 歳、和

歌山市の男性の健康寿命は 78.0 歳、女性は 82.2 歳である。日本の男性の健康寿命は 78.2 歳、女性は

83.2 歳である。和歌山県・市ともに健康寿命は男女とも全国よりもやや低いことから、高齢にいたる

までの長期の健康維持が課題であることが読み取れる。また、和歌山市民の「健康づくりへの取り組

み」（図 2）の調査では、意識的に取り組んでいる人が 20 歳代までは約 60％だが、30 歳代は、50％を

下回っており、そこから年齢が上がるにつれて取り組んでいる人も多くなり、60 歳代には、70％を超

えていることが分る。30 歳代の健康に対する意識の低さは、若さにかまけ仕事中心の生活をしている

ことが予測される。 

今後は、生涯を通して健康に対する意識の向上を図り、健康寿命をより長くしていく事が課題では

ないだろうか。 
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公益財団法人生命保険文化センター（H24） 

（２）前期の取り組み 

1.動画の作成と配信について 

動画作成と配信に取り組むきっかけとなったのは、新型コロナウイルス感染症の影響で外に出られ

ない状況下、市民の健康維持を考えたからである。自宅で体操を行うことで運動不足を解消する機会

を作るようにしたいと考えた。そこで、簡単で楽しく踊れる子ども向けのダンス、仕事の疲れをとる

ことを目的とした大人向けのストレッチ体操・運動不足解消のためのトレーニング、いつまでも若々

しく健康な生活を送ることができることを目指した高齢者向けの体操を考案し、動画の配信を行った。 

このように子ども向け、大人向け、高齢者向けの 3 つの動画に分けた理由は、各年齢に応じた内容

の運動を作成し、幅広い年齢層を対象にしたいと考えたためである。 

① 子ども向けの動画について 

子どもの中でも小学生を対象としたダンスを考えた。ダンスにした理由は、子ども達が家で楽しん

で行うことで、運動不足を解消するとともに、リズムに合わせて動くことで、この年代に伸ばしたい

運動機能である調整力を養うことができるからである。 

BGM は子ども達に馴染みのある「勇気 100％」を選んだ。選曲理由は、コロナの影響もあり気持ちが

暗くなりがちだから明るく元気が出る曲を用い、子どもたちを勇気付けたいと考えたからである。さ

らに、歌いながらダンスができるとより楽しめるからである。また音源を華やかにするために連弾を

行った。振り付けは、歌詞に合った動きや、サビの部分は同じ動作を繰り返すなど子どもが簡単にで

きるものを取り入れた。さらに分かりやすくするためにスロー版も作成・配信した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② 大人向けの動画について 

作成理由は、仕事や授業がオンラインとなりデスクワークが多くなった方々に向けて、運動不足の

解消や腰痛予防、疲労回復になる運動を紹介したいと考えたからだ。目的は、ストレッチ編では疲労

回復や腰痛予防を、トレーニング編では運動不足の解消やダイエット、体幹を鍛えることである。 

図2 健康づくりの取り組みの有無 図1 健康寿命 
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ストレッチ体操は、筋肉や関節を伸ばすことで血液の循環を良くし、疲労回復や心身の老化予防に

効果があるとされている。筋肉の収縮により筋力を高めるトレーニングとは区別して行うことを心掛

けて動いた。 

工夫点として、運動は自宅で短時間に簡単にできる内容にしたが、手の位置を変えるなどして、行

う人の体力に応じて難易度を変えられるようにした。また映像は、正面だけでなく横からの視点でも

見えるように撮影し、分かりやすくした。 

 

 

 

 

 

           

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③ 高齢者向けの動画について 

作成理由は、高齢者に体操を通して、いつまでも健康に、自分の足で歩き自立した生活を過ごして

もらいたいと考えたからである。その為に、この体操は下半身をメインにした動きで構成している。 

BGM は、「ふるさと」のオルゴール音源を用いた。高齢者に親しみがあり、また落ち着いてゆっくり

体を動かし、体操ができるように考えたからである。工夫点は、立つことが困難な人でもできるよう

に、基本的にイスに座って行えるようにした。また、正面のみではなく側面からの視点も入れること

でより足の動きが見えやすいようにし、解説を補うため、画面に大きな文字で簡単な補足を加えた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

④ 動画のまとめ 

それぞれの動画視聴回数を見ると（2021 年 1 月 15 日現在）、子どもの動画の再生回数は、通常版

（2020 年 7 月 1 日配信）499 回、スロー版（10 月 7 日配信）104 回、大人の動画（7 月 3 日配信）の

再生回数は、ストレッチ編 221 回、トレーニング編 236 回、高齢者の動画（7 月 1 日配信）の再生回
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数は、212 回である。視聴者に関しては分析を行うことはできないが、実際に視聴者からの好評をい

ただいている。 

今回動画作成・配信をして分かったことは、子ども向けの動画は、ダンスにすることで体を動かす

ことに興味を持ち、楽しく取り組んでもらえている。さらに子どもにとって効果的な動画にするには、

子どもは、どのような動きができ、どのような動きができないのか、運動機能の発達段階を理解し、

それに応じた難易度を考え運動を作成することが大切であるということである。 

 大人向けストレッチとトレーニングでは、効果を高めるためのポイントを視覚的に示すことにより

運動効果を高めることができたと考えた。そこにナレーションをつけることで、さらに視聴者の運動

のやりやすさを高められるのではないかと考えた。 

高齢者向けの体操については、動画の撮影を行う時は、視聴者が理解しやすいように動きの解説の

言葉に気を使うところや、さらに言葉を補う画面上の指示の工夫が多く大変だった。視聴回数は、配

信直後は伸びたが、数か月後は大人のトレーニングの方が大きく伸び追い越されている。高齢者に対

する広報の仕方を考え直すこと、また体操の難易度がやや低かったのではないかと考えた。 

初めて動画の配信を行い、課題として、対象となる子ども・高齢者の運動機能の段階をもっと深く

理解した上で運動レベルを見直し、より適した負荷の運動を作成する。動画では、視聴者側の視点で

さらに工夫点を考える必要があることが分かった。また、多くの人から視聴されるよう広告や回覧板

などで情報を伝えていく必要があることが課題として挙げられる。 

 

（３）後期での取り組み  「ふれあいスポーツ教室」での体操実演とアンケート 

後期に入り、コロナの感染状況がやや収束の兆しが見えた期間に、和歌山市スポーツ振興課の協力

を頂き、感染対策を講じたうえでスポーツ教室において体操を実演する機会を得た。参加した理由は、

最初は、前期に作成した体操を活かすことができると考え、作成した体操を体験していただき、どの

ような改善点があるのかを探るためであった。その為にアンケートを作成し、体操の適性を問うとと

もに、広報の手段や意見を収集し、今後の活動に活かしていきたいと考えていた。しかし、この体験

は、実際に対象者の前で行うことで、解説の仕方、そして動きの示し方の難しさや厳しさを体験でき

る貴重な機会となった。 

① 「ふれあいスポーツ教室」とは 

和歌山市では、スポーツ振興課が担い手となり、スポーツを通じて健やかで明るく豊かな生活を送

れるように市民の関心と理解を深める目標がある。また、スポーツに対する市民の参加・支援を推進

することができるように和歌山市スポーツ推進計画を策定している。その一環として、和歌山市の事

業への協力及び各地区でのスポーツの振興を担う和歌山市スポーツ推進委員連盟と連携し「ふれあい

スポーツ教室」を年 6 回開催されている。和歌山市によると本教室は 1991 年からは確実に開催され

ている。参加対象者は市内または在勤の男女先着 50 名で、40 代から 80 代の参加者が多数を占めてい

る。また、今年度はコロナの影響を受けているためか、様々な催しが実施されておらず、募集後すぐ

に 50 名以上の申込があったとのことである。 

② 体操・アンケートの作成過程 

10 月に入り、和歌山市スポーツ振興課の振興班長の竹家正剛氏、副主任の繁田悠氏、主事の熊野秀

俊氏及び和歌山市スポーツ推進委員連盟の方々にご協力頂き「ふれあいスポーツ教室」の準備運動に

あたる 15 分の時間を担当させて頂くことになった。そのため、教室で実演する体操を作成し直すこと

になった。体操やアンケートの作成はスポーツ振興課の方々並びに、和歌山市スポーツ推進委員連盟
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の中川聖子氏の御指導の下、10 月 14 日・21 日・29 日・11 月 5 日の 4 回に渡りアドバイスを頂き改善

を重ねた。さらに、当日の体操の解説の仕方、体操の見せ方についてもアドバイスを頂いた。アンケ

ートはねらいを明確にし、所要時間を短くするために設問数や内容を検討した。そして、私たち学生

と関わる参加者は、全員万全なコロナ対策を講じ準備を行った。 

当日 2020 年 11 月 12 日は、9：30～9：45 の 15 分間体操を実施した。下記の写真は、会場である和

歌山市立市民体育館での実演の様子である。 

（写真） 

  

③ 体操について 

体操の目的は、高齢者を対象とする主運動の前に行う準備運動、所要時間は 15 分間である。下記の

表１は、文献を用いて調べたことや中川氏から御指導を受けた各運動ねらいや、運動を示すうえでの

留意点をまとめたものである。 

表１「ふれあいスポーツ教室における準備運動」各運動の方法・ねらい・留意点一覧 

順番 体操名 効果 留意点 

①  グーパー ・指関節を伸ばし、血

流をよくする。 

・手を広げるときに放射状に手を広げる。 

・グーの時は手を“ぎゅっ”と握る。 

②  手首の運動 ・前腕をほぐす。 ・掌が見えるように大きく動かす。 

・手首に筋が伸びるように上下に大きくゆっくり動

かすようにする。 

③  肩・腕の運動 ・肩の周辺の筋肉部を

伸ばす。 

・目線は肩を見る。 

・引っ張る腕を伸ばす。 

・伸ばしたい方の腕を引き寄せて、肩を伸ばす。 

④  首の運動 ・首の筋肉をほぐす。 ・上体を倒さない。 

・目線を意識する。 

・首筋を伸ばす。 

⑤  肩の運動 ・肩の周辺の筋肉部を

ほぐす。 

・肩をまっすぐ引き付けて素早く落とす。 

・脱力してまっすぐ落とす。 

⑥  胸を反らす運動 ・胸部の筋肉を伸ば

す。 

・両腕を広げ、斜め上後方に引き上げる。 

・胸を張り、天上に向ける。 

・重心をまっすぐに保持する。 

⑦  両腕を伸ばす運

動 

・体幹を支える筋肉す

べてを伸ばす。 

・両腕を両耳に付け頭上に手を組み高く保持する。 

・しっかり伸ばしながら左右にゆっくり伸ばす。 



44 

 

・直立の姿勢を崩さない。 

⑧  脇腹を伸ばす運

動 

・腕、体側、足を伸ば

す。 

・腕を一直線にする。 

・上体を前に倒さない。 

・横から見て一直線になるようにする。 

・目線は伸ばす方の手を見る。 

⑨  肩回し ・肩の筋肉部をほぐ

す。 

・肘と肘をつける。 

・腕を回すのではなく肩を回す。 

・大きく円を書くように回す。 

⑩  踵上げ ・下腿三頭筋を収縮さ

せる。 

・ゆっくりと踵を上げてからおろす。 

・上げた状態で、一瞬動きを止める。 

・ゆっくりとおろす。 

・目線は前向き。 

・姿勢は崩さない。 

⑪  アキレス腱を伸

ばす 

・下腿部の筋肉を伸ば

す。 

 

・両足が一直線になるようにする。 

・手で腰を押し出す。 

・反動をつけない。 

・かかとを床から上げない。 

⑫  体重移動 ・大腿部の筋肉を収縮

させる。 

・腕から指先までよく伸ばす。 

・地面と平行にしてバランスを保つ。 

・膝を曲げるときはゆっくり曲げる。 

・胸を張り姿勢が曲がらないようにする。 

・重心を下に保ちながら左右に動くことでバランス

を保てる。 

⑬  肩入れ ・肩、腰、股関節に関

わる筋肉を伸ばす。 

・腰を下ろすときは前のめりにならず、まっすぐ降

ろす。 

・肩を入れるときは背中が曲がらないようにする。 

⑭  もも上げ ・腸腰筋を収縮させ

る。 

・ももは、膝関節 90 度を目安に引きあげる。 

・腕もしっかり動かす。 

・上体が前傾にならぬよう姿勢に気を付ける。 

⑮  脱力ジャンプ ・体をリラックスさせ

る。 

・肩の力を抜く。 

・関節・筋肉をリラックスさせる。 

・姿勢に気を付ける。 

⑯  深呼吸 ・体をリラックスさせ

る。 

・しっかりと息を吸い込み、最後まで息を吐く。 

・腕はしっかりと伸ばし、引き上げ、肋骨を引き上

げ、空気を取り込み、腕をゆっくりおろしながら肋

骨を戻し吐き出す。 

                                QR コード 
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④ アンケートについて 

アンケートの目的は、体操の負荷や難易度などをアンケート結果から考察し、次の活動に繋ぐため

である。また、多くの人に知ってもらうためにどのような広報が有効かを探るためである。 

調査方法は、11 月 12 日の実演直後に、参加者男性 13 名、女性 30 名の合計 43 名に記入していただ

き全員よりアンケートを回収した。年代別人数内訳は 40 代 1 人、60 代 17 名、70 代 25 名である。 

アンケート内容は、体操内容の適性について「難易度はどうだったか」「負荷について」「リフレッ

シュ効果はあるか」「継続していきたいか」「健康維持のために役立つか」「楽しかったか」の 6 項目の

質問を、広報の方法を知る項目として「現在配信している動画を見てくれているか」「どのような広報

が望ましいか」等 3 項目の質問を設けた。 

⑤ アンケート結果と考察 

「負荷について」（図 3）は、男性 53％、女性 73％は「丁度良い」と回答し、「軽い」と感じた割合

は男性 38％、女性 24％であった。今回の体操については、男性のほうが「やや負荷が軽い」と感じた

という傾向が読み取ることができた。 

「リフレッシュ効果はあったか」について、女性は「リフレッシュ効果がある」と感じている割合

が 70％と高いが男性は 30％と低く、男性には、負荷としてやや軽いことが影響してか「リフレッシュ

効果」を感じるには至らなかったようである。 

しかし、「継続していきたいか」（図 4）については「はい」と答えた人は男性 85％、女性 93％であ

り、ともに 8 割を超え高かった。同様に、「健康維持のために役立つか」では、「役立つ」と答えた人

は男女とも 100％に近い回答を得た。 

「楽しかったですか」については、「楽しかった」と答えた割合は、男女ともに 90％以上だった。 

この結果から、男性にとっては負荷がやや軽くリフレッシュ効果には至らなかった。しかし、楽し

さや健康維持のために今後続けていきたいという意見が多かった。 

                          

この結果を活かし、少し負荷を上げるために、次の活動では、下半身の運動を取り入れることや、

リズムに乗せて行う全身運動を取り入れることで負荷の増大につながるのではないかと考えた。また、

コロナ禍では難しいが、一緒に掛け声をかけながら行う動き等を取り入れると、負荷も高め、より楽

しい体操になるのではないかと考える。 

広報の方法を尋ねた質問結果から、対象となる高齢者の方々のほとんどが、現在私たちが配信して

いる動画は見る機会がない、もしくは見る方法が分からないことが分かった。チラシやポスターなど

の紙媒体の広報で、伝えてもらうことを望む回答が多かった。改善策として、紙媒体での広報を進め

ていきながら、様々な施設やスポーツ教室に私たちの体操を取り入れていただき、広めていきたいと

考えた。 

9%
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24%
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図4 継続していきたいですか？
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⑥ 今後の課題 

私たちは、スポーツ教室の経験から次の課題を見出した。それは、「体操の内容」「体操指導」「広報」

の 3 項目に分けることができる。 

体操の内容では、年代の運動機能や体力に合わせた負荷・難易度を考えて作成することが大切であ

ることや、リズムや音楽に合わせたりして楽しみながら行えるよう工夫をすることが課題であること

が分かった。 

体操指導では、参加者の前に立つには体操のクオリティーを高めることが必要で、クオリティーを

高めるには、背筋を伸ばすことや上体を起こし、身体の芯が通るようにすることや動きを大きくする

ことが大切であると考える。また、各動きのねらいを十分理解をしたうえで正しい動きを示すこと、

しかし正確性を求めすぎ参加者の意欲をそがないようにする等の配慮が必要であることが分かった。

解説者は、共に動ける楽しさを共有しつつ、運動効果を上げるポイントは欠かさず伝えること等を学

んだ。 

広報では、アンケート結果より、高齢者にとっては、チラシやポスターなどの紙媒体での広報が、

最も効果があるのではないかと考えた。そして、和歌山市の SNS やテレビなどでの広報なら、幅広い

年代の方々に知ってもらえると考えた。 

 

4．まとめ 

（1）今回の取り組みにおいて成果を上げられたこと 

前期に行った動画配信では、まだまだ改善点や課題はあるが、多くの方々に視聴して頂き、少しで

も運動の機会を持って頂くことができた。また、スポーツ教室における準備運動も、アンケート結果

から、参加者に楽しんで頂き「今後も継続したい」「健康の為に役立つ」との回答を得ることができた

ことから、今回の、私たちの取り組みの目的を、多少なりとも達成できたのではないかと考える。 

（2）今回の取り組みにおいて得たこと・学んだこと 

 和歌山市では、和歌山市民の健康のために、スポーツ教室など様々な取り組みを行っていることが

わかった。また、市民の健康に対する意識も、私たちが想像したよりも高いことが分かった。その上

で、さらに生涯に渡る健康に対する意識の向上を目指し、健康寿命を高めることが課題として考えら

れる。 

①動画配信について学んだこと 

 各年代に適した運動や運動負荷を考えることが難しく、もっと、各年代の形態面・運動機能面での

特性を学ぶとともに、運動方法や運動生理等の知識も高め、より効果的な体操や運動を作成していか

なければいけないと感じた。その上で、それらを多くの方々に知ってもらい実際に行ってもらうため

に、広報方法を工夫することの必要性や大切さを学んだ。 

②スポーツ教室における体操指導から学んだこと 

 指導者は、運動によってもたらされる効果を十分把握した上で、手本を完璧に実演しなければいけ

ない。また、解説者は、参加者の動きを見、共に動いている気持ちとなり、適切なアドバイスや声掛

けを行うことが大切である。同時に参加してくださることへの「ありがとうございました。」と感謝の

気持ちを持つことが大切だと学んだ。 

③今後に生かしていきたいこと 

 子どもの発達段階に適した運動の仕方に理解することに努め学校教育に取り入れていくことを、今
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後に生かしていきたい。 

 以上、「和歌山市民の健康・体力づくり」についての取り組みは、今年度からスタートしたと考えて

いる。私たちにとって、コロナ禍での取り組みは学ぶことばかりで、知識や技術を深めることの必要

性を痛感した。今後、後輩たちには、市民の健康・体力づくりの実態をより具体的に把握し、内在す

る課題を追求し、改善に取り組んで行ってもらいたい。 

 

5．参考・引用文献 

・チャレンジ健康わかやま 健康わかやま 21（第 2 次） 

http://www.city.wakayama.wakayama.jp/_res/projects/default_project/_page_/001/001/546/menu

_1/gyousei/kenkou/tiikihoken/challengekenkowakayama/honbun.pdf 2020 年 12 月 9 日閲覧 

・長友佑都、「体幹×チューブトレーニング」ベストセラーズ、2015 年 

・監修：窪田登、著：魚住廣信、「健康ストレッチング」池田書店、1995 年 

・簡単！楽なのにすごい痩せるダイエットストレッチ 

https://www.youtube.com/watch?v=seKH2... 

・しなやかな体をつくる毎日の 9 分間ストレッチ 

https://www.youtube.com/watch?v=LXzpn... 

・長友佑都が教える自宅で簡単体幹トレーニング 

https://www.youtube.com/watch?v=0XxaG... 

・下腹をへこます腹筋トレーニング 

https://www.youtube.com/watch?v=x6Q3N... 

・高齢者が自宅でも！できる運動【体力・筋力低下予防】 

https://www.youtube.com/watch?v=mmqfVl5fkVU 

・和歌山市、「令和 2 年度ふれあいスポーツ教室」 

動画全て 2020 年 5 月 27 日閲覧 

http://www.city.wakayama.wakayama.jp/kurashi/bunka_sports/1001120/1012169.html 

・ストレッチ専門店 SUPER ストレッチ ストレッチの目的と効果 

https://superstretch.jp/purpose/ 2021 年 1 月 3 日閲覧 

・フィットネスクラブ・スポーツクラブ・スポーツジムのルネサンス 

「知っておきたい筋トレの効果メリット」 

https://www.s-re.jp/magazine/health/72/  2021 年 1 月 3 日閲覧 

・和歌山市役所、 「和歌山市民の健康と体力づくりについて」 

2020 年 5 月 13 日閲覧 

健康寿命とはどのようなもの？｜公益財団法人 生命保険文化センター (jili.or.jp) 
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地域連携フィールドゼミナール（森下ゼミ）成果報告 

和歌山の子育て支援について 

 

指導教員：森下順子 
ゼミ生：岩田莉紗、岩本怜、戎脇楓、小川海名、川野ひなた、木岡彩名、栗山すみれ、志茂未沙、 

馬場菜月、平松祐奈、正木春香、松島すゞ華、宮本真帆、山﨑美佳 

 

【はじめに】 

和歌山県は少子高齢化が加速しており、出生数は昭和４０年では１８，０５４人、平成２９年では

６，４６４人に減少している（厚生労働省人口動態統計）。全国の子育て環境と同じく、和歌山県に

おいても子どもの遊び場、子育て世代の居場所、親子のニーズに合った支援先が十分にあるとはいえ

ない現状がある。また、地域のつながりの希薄化、核家族化などの要因により親が安心して子どもを

産み育てられる子育て環境ではないという課題がある。さらに、家庭の経済状況や、女性の社会進出

のための子育て支援施策も十分に整備されていないことが少子化の要因のひとつとなっている。和歌

山信愛大学がある和歌山市においても、和歌山県と同じ少子化の課題がある。 

 森下ゼミでは、大学がある和歌山市を中心とした子育て支援についてフィールドワークを行いた

い。 

和歌山市の子育ての現状と課題について、子育て支援現場のフィールドワーク、子育て支援者による

講演や子育て中の保護者のインタビューなどを通して考察する。 

また、令和 2 年度上旬より感染拡大している新型コロナウイルス感染症により、外出することを制

限され、さらに子育てが困難となっている状況を鑑み、「私たちができる子育て支援」についても検

討し、「YouTube 動画の発信」という取り組みを行った。本取り組みについても報告する。 

 

【活動内容】 

１． 和歌山の子育て支援について（文献研究） 

２．地域子育て支援拠点事業子育て支援施設について  

子育て支援者による講演 

・きのくに子ども NPO ぐるんぱ 佐藤百子氏の講演（2020．5.27）Zoom 

・WAC わかやま 松本美香氏の講演(2020.10.21)対面 

地域子育て支援拠点事業子育て支援施設 ぐるんぱ・わかば見学 

３．ママたちの本音トーク(2020.10.14) Zoom 5 組子育て中のママ 

４．私たちにできること 『身近なものでおもちゃを作ろう！』YouTube 動画配信 

 

【調査結果及び考察】 

１． 和歌山の子育て支援について 

（1）和歌山県の子育て支援の取り組みの一事例：わかやま子育て支援パスポート事業 

少子化が問題となっている中、地域が一体となって子育て家庭を応援し、子どもを産み育てやすい

環境づくりを進める必要がある。この事業の目的は、家族の絆を深め社会全体で子育て家庭を支援す

ることである。 

わかやま子育て支援パスポート事業とは、子育て中の人、妊娠中の人たちが、県が配布するパスポ
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ートを、協賛してくれているお店や施設などで提示すると料金の割引やプレゼントなどの優待サービ

スが受けられる制度のこと。 

対象は、妊娠期から 18 歳未満の子どもがいる家庭である。 

 

「わかやま子育て支援パスポート事業」についての認知度調査 

日時：2020 年 7 月 1 日～7 月 4 日 

方法：LINE によるアンケート 

対象：子育て当事者 39 名 

アンケート項目は以下のとおりである。 

 

［「わかやま子育て支援パスポート事業」を知っていますか？］ 

   結果： 

       

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

39 人中 知っている：16 人 知らなかった：19 人  

知っているが活用していない：４人 

 
 

[知ったきっかけ] 

・家族でたまたま食べに行ったポスターが貼られていて、そこから登録した。 

・コメダ珈琲や丸亀製麺に登録用のシールなどがあり検索した。 

・お店ののぼりで知った。 

・ママ友から教えてもらった。 

・和歌山市内からの案内で知った。 

・妻の産院で知り、登録した。 

・数年前に勤めていたお店が、子育て支援パスポート事業と連携していて、提供側として 

知っていた。自分自身が子どもを持つようになって活用している。 

[知っているが活用していない] 

・配偶者の両親と同居していて子育て支援の必要性があまりないため。 

・使えるお店や特典がわかりづらい。 

[知らなかった] 

・聞いたことがない。 

・見たことがない。 

・制度の名前は聞いたことがあるが詳しくは知らない。 

・どこで情報を貰えば良いかわからない。 

[アンケートを回答してくれた人の意見] 

・どこでどんな提供があるか一覧表が欲しい。 

・申請が面倒である。 

・長く使わないとパスワード等を忘れてしまって、利用できなかったりするので、アプリ等を活用し

てほしい。 

・子ども一人一人に利用できるから知っていると得である。 

[今後の課題] 

・このような仕組みがあること、また知っていてもどこで利用できるかを知らない人が多い→配信方

図１.わかやま子育て支援パスポートについて

知っている

知らなかった

知っているが活用していない
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法の改善が必要。 

・登録が難しいと感じている人がいる →登録の手軽さが求められる。 

・一度登録しても利用していない人がいる →繰り返し利用してもらえる工夫が必要。 

[私たちにできること] 

・施設など訪問に行ったとき、保護者の方にこのような制度について理解してもらう機会にする。 

・自分たちで簡単にまとめた資料を配布する。 

 

（２）和歌山市の子育て支援について 

子ども・子育て支援新制度について 

子ども・子育て支援新制度（平成 27 年 4 月）とは、幼児期の学校教育や保育、地域の子育て支援

の量の充実や質の向上を進めていくためにつくられた制度である。また、必要とするすべての家庭が

利用でき、子どもたちをより豊かに育てていける支援を目指すものである。具体的な取り組みとし

て、①認定こども園の普及、②地域子育て支援の一層の充実（例：子育て広場の増加、放課後児童ク

ラブの増加と年齢の幅の拡大など）、③幼児教育・保育の無償化、④企業主導型保育事業の創設があ

る。 

和歌山市における子育て支援計画と施策体系（図２参照） 

①妊娠・出産期から切れ目のない支援の充実 

②高まる保育ニーズへの対応及び子育てと仕事の両立支援 

③子どもと家庭への支援の充実 

④子ども・若者の健全育成の充実 

和歌山市こども総合支援センター 

取り組みの一例として和歌山市こども総合支援センターがある。和歌山市こども総合支援センター

とは、子ども(18 歳未満)を取り巻く様々な相談に対応するため平成 22 年 4 月に「家庭児童相談室(福

祉事務所)」と「子ども支援センター(教育委員会)」が融合し「こども総合支援センター」が発足した。

「適応指導教室(ふれあい教室)」「日本語指導サポート」「母子生活支援施設入所事業」「入院助産制度

の実施」「ショートステイ事業」「夜間養護事業(トワイライトステイ)」「里親助成事業」「養育支援訪

問事業」などの取り組みがある。 

和歌山市の放課後児童健全育成事業 

小学生の子育て支援の取り組みの一つとして、放課後児童健全育成事業（学童保育）がある。 

 学童保育とは、保護者の労働などの事情により放課後に家庭で保育を受けることができない小学生

を対象とした家庭に代わる生活の場を提供している。放課後児童支援員・補助員の見守りのもと遊び

を中心とした活動を通して子どもたちが心身健やかに育つことを目指している。和歌山市では、53 の

小学校に学童保育が設置されており、学童保育のことを「若竹学級」と呼んでいる。 

新型コロナウイルス感染症拡大の影響による学童保育の現状を支援員Ａ先生は「4 月 1 日から新一

年生が若竹に来ています。朝の 8 時前から夕方 18 時過ぎまで毎日来ているので子どもたちがすごく

疲れてきている状態です。中には、『ママ―！！』と泣き叫ぶ子がいたり、『若竹に行きたくない』と

いったり体調を崩したりなど子どもたちが不安定になっています。どこまで注意すればいいのか甘や

かしていいのか接し方が難しいです。」と述べていた。 
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             図２．和歌山市の施策体系図 

  

和歌山市地域子育て支援拠点施設 

乳幼児の子育て支援の取り組みの一つとして、地域子ども・子育て支援事業がある。これは、乳幼

児及びその保護者が相互の交流を行う場を提供し、子育てについての相談、情報の提供、助言、その

他の援助を行う事業である。保育園・認定こども園、商店街内や住宅地、公共施設内の 3 つの子育て

支援拠点がある。 

保育園・認定こども園は、施設の特色を生かし、遊びの広場（室内開放）のほか、園庭開放、子育

てサークル支援、育児講座の開催、子育て相談等を実施している。 

商店街内や住宅地にある施設では、子育て中の保護者が気軽に集い、うち解けた雰囲気の中で語り

合い、交流することができる。子育てアドバイザーが常駐し、子育ての悩み等の相談に応じている。 

公共施設内では、保健センターや市民図書館が併設されている。健診後や本を借りる際、気軽に利

用できる場である。 

和歌山市子育て支援施設の活動場所には、室内と屋外がある。室内は、雨天でも活動ができる。ま

た、支援施設が広ければ玉入れなどの多様な遊びができる。しかし、その活動を知っている者だけが

参加するというデメリットがある。屋外は、走り回るなどの身体を十分に使った活動ができる。また、

偶然散歩などで出会った人も活動を知ることができる。しかし天候に左右されるというデメリットも

ある。そのため、多様な活動場所を広げることで、支援も広がる可能性があるといえる。 

１ 教育・保育提供区域の設定 

２ 教育・保育の量の見込み及び提供体制の確保の内容 

３ 幼児期の学校教育・保育の一体的提供及び当該学校

教育・保育の推進に関する体制の確保の内容 

４地域子ども・子育て支援事業の量の見込み及び

提供 
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「親支援」について 

子育て支援は、子どもだけでなく子どもを育てる保護者のための支援である。子どもが豊かに成長

できるような母親支援（＊４）、父親支援（＊５）について調べた。 

親の悩み（＊１）に合わせた子育てに関する情報提供（＊２）できることが望まれている。悩みを

引き出すには、カウンセリング技法（＊３）についても学ぶ必要がある。 

 

（＊１）親の悩みについて 

子育てに関する親の普段の不安・悩みとして、就学前児童では、「病気や発育・発達に関すること」

「子どもの教育に関すること」「食事や栄養に関すること」などがある。 

仕事と子育ての両立で大変なことでは、「子どもが病気やケガをしたときに代わりに子どもの面倒

を見る人がいないこと」「子どもと接する時間が少ない」「残業や出張が入ること」などがある。 

さらに新型コロナウイルス感染症拡大の影響で緊急事態宣言による外出自粛が、不安やストレスを

増加させていると考える。 

 

（＊２）情報発信について 

子育てに関する情報をどのように発信しているのか、受けとっているのかについてインターネット

で調べた。 

子育て支援スマートフォンアプリ「つれもて子育てしよら」では、子どもの生年月日に応じた健診、

予防接種の情報配信や、GPS 機能を利用した子育て支援施設の検索機能、プッシュ通知機能による子

育て関連情報の配信が行われている。 

「和歌山市つれもて子育て応援ブック」では、妊娠、出産、子育てという過程の中で活用できるよ

うに行政の施策やサービス、役立つ情報が集約している。また、母子健康手帳を新たにもらった人、

和歌山市へ転入してきた人を中心に配布されたりしている。 

上記で調べた親の悩みにあった情報を提供することが望まれている。 

 

（＊３）カウンセリング技法について 

親の悩みを聞く際に意識するべきことについてインターネットで調べた。カウンセリングには、傾

聴、沈黙、うなずき、あいづちなどの 13 個の技法がある。上記で調べた技法を活用すると、親の悩み

や気持ちに寄り添うことや知識・理解を深めていくことができる。さらに、親の悩みや気持ちを明確

にするために話しやすい環境・雰囲気作りや、親の悩みや気持ちに寄り添った話の聞き方、親との信

頼関係を築いていくことが大切だと考える。 

（＊４）母親支援について 

母親支援の一事例として、『もうひとつのさと「ポピンズ」』がある。そこは、子育て経験のある母

親が集まって独自に開いた子育て支援施設である。子育て経験者ならではの知識で育児の苦悩から解

放するためのイベントや相談場所、ふれあいの場を設けている。例えば「ママのリフレッシュ体操」

という親子の触れ合いを大切にした体操や、「ママクラブ」という子育てによって編み物などから遠ざ

かっている人に向けて手作りのおもちゃを作る活動がある。 

上記のことから、『もうひとつのさと「ポピンズ」』のように子育て経験のある母親が活動し、母親

目線の支援をすることに意義があると考える。 
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（＊５）父親支援について 

父親支援の１つは「父子手帳」である。父子手帳は、育児書的なものではなく、父親が楽しく自発

的に子育てに関わっていけるよう男性の視点に立った「明るい子育て導入本」になっている。父親の

子育てに対する自覚と責任を、パートナーが妊娠した時から共有できるように、母子手帳と一緒に配

布されている。父子手帳の中には、父親が知っておきたいこと、母親が分かっていてほしいことがま

とめられた形で掲載されている。 

上記のことから、父子手帳があると母に寄り添うことができるため、夫婦での喧嘩も減り子育て中

の悩みも軽減されると考える。また、母子手帳をもらった母親と同様に、父子手帳をもらった父親も

父親としての自覚が生まれるきっかけとなると考える。 

２つ目は、「パパスクール」である。パパスクールでは、男性の育児参加の機会を増やすとともに、

社会全体の子育てに対する理解を深めるために、子育て期の男性を対象とした子育て支援セミナーと

講演会や、子育てひろば「パパとあそぼう」が行われている。対象は、０歳から就園前の子どもと父

親である。内容は、コミュニティセンターで手遊びやふれあいあそび・おはなし・簡単なおもちゃ作

り等を行っている。また、子育ての情報やヒントを提供したり、友達作り・悩み相談の受付等子育て

のサポートも行ったりしている。 

 上記のことから、子育て支援の一つとして父親に対する（＊１）情報発信も必要だと考える。発信

する情報は、母親が声に出しづらい要望や、父親ならではの悩みに対する解決方法が望ましいと考え

る。 

 

２．地域子育て支援拠点事業子育て支援施設  

子育て支援者による講演 

きのくに子ども NPO ぐるんぱ 佐藤百子氏の講演（2020．5.27）Zoom  

 

[ぐるんぱの活動内容] 

・2002 年に開設、2004 年に NPO として活動を始める。 

・日曜～木曜の週 5 日施設を開いており、1 日に約 12 組前後の家族が訪れる。 

・和歌山市には 12 個の子育て支援事業を行っているところがあり、「ぐるんぱ」はそのうちの一つ。 

・出会いの場として、同じ立場の人が認められ、悩みを打ち明けられる場所づくりに取り組んでいる。 

・集いの場で親同士をつなぎ、信頼関係を結んだ後に、必要に応じて親子と専門の相談機関をつなぐ

役割を担っている。 

・ガイドブックなどを母親と協働して作り、様々な情報を発信している。 

・親と子がつくる居場所づくりを心掛けており、施設内のルールは最低限にしている。 

・時間に縛られるとかえってストレスに感じるため、あまりイベントを行わず、親子両方のケアに専

念している。 

・親が成長していくのを支援する。→親自身が自分で変わろうとする意識が芽生える。  

・母親が得意なことを活かせる機会を作っている（手芸教室など)。→達成感を感じ、自信がつく。  

[子育ての現状とぐるんぱ代表の意見] 

・核家族化が進み、子育ての負担が大きくなっている。 

・周りの目を気にしすぎている人が多い。→すべて親の責任という圧がかかっている。 
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・早期教育に取り組む人たちが増え、その同調圧で苦しんでいる人がいる。 

・SNS を活用するのはいいが、情報が多すぎて何が正しいのかわからなくなり、苦しんでいる人が多

い。 

・周りの空気ばかり読んできた人が親になり、しんどくなっている傾向がある。 

・子ども時代にしたいことを十分にさせてもらえなかった母親が、自分と同じようになってほしくな

いという想いから、子どものしたいことすべてに付き合ってしまう人がいる。 

 →そのような人ほど自己肯定感が低い。 

・社会全体が親を教育しなければならないという空気になっていて、それが負のループになってい

る。 

・子どもを産めば親になるということではない。 

・コロナの時期で施設が開けられず、孤独を感じている親が増え、相談が増加している。 

［わかったこと］ 

・このような事業で支援をしている人たちは、サポートやアドバイスをする役割だと考えていたが、

親からも教わることが多いということ。 

・支援者がしたアドバイスが逆に思い詰めさせてしまうことがあるということから、可能性を考えた

アドバイスや声掛けをすることが大切だということ。 

・誰に対しても対等に接することが大切だということ。 

・何かあった場合には、表だけを見るのではなく、背景に何か問題があるという考えを持つことが大

切だということ。 

 

WAC わかやま 松本美香氏の講演(2020.10.21)対面 

［和歌山は］ 

・産婦人科や小児科が選べる。 

・子育て経験がない人ほどよく気にかけてくれる。（職場内で）       

・地域住民の声かけが多い。 

［子育ての現状］ 

・国の支援を考え直す→出生率を上げるためにお金ではなく母親支援が必要。 

・周りの目線（広場や専業主婦のイメージ） 

・専業主婦で子育てをしている親が少ない。 

・国の支援と同様に、保育現場では働いている人向けの支援が多く専業主婦向けの支援が少ない。 

［子育てひろばについて］ 

〇ひろば内の現状 

・以前は２～３歳が多かったが、今は０～１歳が多い。 

・転勤や移り住んできた人がよく利用。 

・両親が和歌山に住んでいない母親が利用。 

〇施設の役割 

・ランチタイムの時間をつくることで、みんなで食べたり話したりできる。→食に関する悩みが多

い。 

・子どもの成長を感じられる。 

・外に出るきっかけになり、悩みを話す場となる。 

子育てがしやすい自慢で

きる場所 
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・母親に安心感や安らぎを与える。 

・母親同士が影響を与え合う場。 

〇具体的な活動 

・職場でできない子育ての話をする。 

・ベビーマッサージ 

・リフレッシュ体操 

→最初は親子体操という名前だったが、子どものために何かしなくてはいけないという母親の不安感

が強くなってしまうため、リフレッシュ体操という名前に変更した。 

○ひろばの大切さ 

・母親がリフレッシュできる場 

・母親を中心としたサポート 

・第二子、第三子を育てている母親を見て、二人目、三人目を産むきっかけとなる。 

・孤独な子育てから解放され、他人の子育てが見られる。 

・ひろばにきて、子育てをうまくできたと感じることで、母親がやりがいを得られる。 

○母親の感じること 

・母親自身のことを見てくれるので子育てをする力になる。 

・支援者の言葉は大きい。 

○施設側の考え 

・ひろばを利用する母親の気持ちを周りの人に理解してほしい。 

・子育て支援＝母親への支援の視点である。 

・子育てに専念できる環境を作ること。 

・子どものしたいことをさせてあげる。 

・子育てしている母親をサポートする。 

・母親が働けるための支援だけではなく、子育てを楽しめるための支援もする。 

・職の有無に関係なく子育てをしている人を支援する。 

［目指したいこと］ 

・安心して暮らせる世の中をつくる。 

・少子化な今、子育てが安心してできる世の中にする。 

 

［母親への想い］ 

・子育てしている母親は尊敬できる存在である。 

・母親自身が何をしたいか、どうしたいかが大切である。 

・子育て中の人には子どものことだけでなく、母親自身の話も聞く。 

［最も大切なこと］ 

・子どもは社会全体で育てていく。 

・働く母親だけではなく、子育てに専念している母親にも支援をする。 

・子育て経験がなくても誰もが理解者となれる職場にする。 

・子育てという職業を世界で一番素晴らしいという世の中にする。 

・子どもを産むきっかけを与える。 
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［私たちにできること］ 

・子ども一人一人が何をやりたいのか考える。 

・自分たちだったらどうするかということを想像する。 

・母親目線で言葉かけをする。 

・子どもより先に母親の気持ちを聞くようにする。 

・子育てすることの大変さを理解し、質問する。 

 

地域子育て支援拠点事業子育て支援施設 ぐるんぱ・わかば見学とヒヤリング調査 

2020 年 10 月 21 日、10 月 28 日、11 月 4 日、に各施設 1 時間程度グループに分かれて訪問した。 

［きのくに子ども N P O 法人の活動］ 

 

 

母親と父親の子育てと、未来を作る子どもたちの子ども時代を応援する施設。 

いつ来てもいつ帰っても O K！ 

自由に遊べるフリースペース。 

子どもが遊べるおもちゃ・絵本を用意。 

支援スタッフとして先輩ママがいつもいるから安心。 

「あそびの会」 

わらべ歌、絵本、紙芝居など親子でゆったり 

「ぐるんぱままの小さな手作りの会」 

母親の特技や趣味を生かした手作りの会 

「子育て講座」 

保健師さんによる子育てのヒントになるような講座 

「個別相談」 

毎週月曜日午後４時から５時に実施 

「一時預かり」 

 

『ぐるんぱ mail ぐるんぱママがつくる子育て情報誌』より 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ほっとルームぐるんぱってどんなところ？ 

夫婦別姓について 

女性は男性の姓になるという固定概念に

縛られた母親が、自分の姓で生きていき

たいという想いで夫婦別姓を選択。パー

トナーの姓になった自分が、本当の自分

ではないような感覚。 

―考察― 

夫婦は平等であるべきなのに、姓を男性

の姓にしなければならないのは、押し付

けだと感じた。どちらも譲れないのであ

れば、夫婦別姓もひとつの手段だと思っ

た。 

性の違和感 

男性として生きてきて、家庭を持った人が

自分の性に違和感を抱き、女性として生き

ていくことを決めた。みんなが自分らしく

生きていく社会を作っていくためには、た

くさんの人の意識改革が必要。 

―考察― 

女性だから、男性だから、母親だから、父

親だからではなく、ひとりの人間として相

手を認めることが大切だと感じた。固定概

念にとらわれず、子どもたちにも接してい

きたい。 
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父子家庭について 

父子家庭でぐるんぱに来ている人たちは

少ないが、悩んでいる人は多いと思う。 

女の子の気持ちがわからず、意見が食い

違い、どう接したらいいか悩んでいる人

も多いと思う。 

―考察― 

自分も父子家庭なので、母親がいない分

父親も、子どももたくさん苦労している

ということはわかっているから、もっと

このような支援があることを知って欲し

い。 

プレパパ・ママ 

ぐるんぱで考えている新事業。 

出産前から、父親と母親をサポート。 

子育て支援に来る期間が短くなっている

なか、少しでも長く関わることができる

ようにするため。また、妊娠期からのサ

ポートで悩みや不安を解消できる。 

―考察― 

子どもが産まれてからのサポートはたく

さんあるが、妊娠期からサポートがある

ことで心の安定、産後鬱の予防に繋がる

と考える。 

 

ぐるんぱママの声 

・同年代の子どもの悩みを聞くことができる。共通していることがあり、私だけじゃない

と励まされる。トイレトレーニング、食について先輩やスタッフに聞くことができる。 

・地方からきた母親たちの心の拠り所。 

・母親にも子どもにも友達ができ、良い刺激になる。 

・ぐるんぱでは、困ったらアドバイスをくれ、悩みが一緒の母親同士を繋いでくれて気が

楽になる。 

・辛かったことを母親同士で共感したりアドバイスのおかげで子育てに対してポジティブ

に考えたりすることができ、救われた。 

・一人の母親（〇〇くんママと呼ばれることで）として認められているように感じる。 

―考察― 

ぐるんぱがあることで助かる母親が多くいることが分かる。 

地方からきた母親は孤独で、その孤独を少しでも和らげようとしていたり、母親たちが関

わりを持って居場所を作ったりすることができている。 

施設の人が母親と母親をつないでくれることがぐるんぱの良さである。 
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コロナ渦での活動 普段は、夜に留守番をしている子ども、ひとり親家庭の子どもを対

象とした「夜の居場所づくり」を行っている。また、「こむすび塾」では、おにぎり付

きの無料学習支援も行っている。しかし、新型コロナウイルス感染症拡大の影響で、大

勢で集まることが難しいため、「こ・はうす」での活動を中止し、必要な家庭への食材

配達や声かけ、電話での相談受付をしていた。このような状況の時ほど、「こ・はうす

」を利用している人たちへの支援が必要である。 

 

 

・存続の危機！ 

 和歌山市の子育て支援施設が１２から１０に減少！ 

 →存続のためにぐるんぱに通っている又は依然通っていた母親・父親達が署名運動を行っている。 

・コロナ渦の中で家から出られない母親の相談にのる。 

→特に子育てに不安を抱えていそうな母親に定期的に電話やメールで、子育ての悩みや現状について

相談に乗っていた。 

・ぐるんぱで毎月発信しているカレンダーのツイート 

→「ぐるんぱ」に通っている母親・父親の子育ての実体験や、他の母親が共感できるようなエピソー

ドを毎月発信している。それをきっかけに「ぐるんぱ」を利用する人たちもいる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

［特定非営利活動法人和歌山こどもの広場］ 

 

 

現状 

和歌山市地域別計画（42 の連合自治会が 10 ブロックを構成）にともない、現在 12 か所ある拠点施設

が 10 か所になる。わかば♪とポピンズは、耐震の問題（1981 年以降の建築であること）で移転を考

えている。 

 

  

子ども食堂 こ・はうす 

ゆーす 

中高生年代がふらりと集まれる場所 

月２回土曜日 13時〜17時 

 

こ・はうすの家 

夜の居場所を必要とする家庭の子どもたち 

（小中学生） 

月2回火曜日 16時〜20時 

わかば♪ 

ぐるんぱの現状 
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ヒヤリング調査 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

男性 兵庫県出身  

二児の父親 

二児出産の時、4ヶ月の育休を取得 

職場の人に聞いて地域に子育て支援拠点施設があることを知り、住んでいるところから近かったため

、「わかば」を利用している。 

―4ヶ月の育休を経てー 

はじめは休めると思っていたが、自分の時間がない。仕事の方がよほど楽。子育てをしている人を心

から尊敬する。また、どの家庭でも育児における親の努力は褒められることが少ないことに気づいた

。育休を取ってよかったことは、些細な成長過程でも一から関わることができたこと。タイムリーに

、妻とも子どもとも成長を喜び合える瞬間が多かったこと。子どもが父親と一緒にいる時間が長く、

父親を知ってもらえたこと。感じる可愛さや愛おしさが違ったこと。 

その反対に、育休で痛感したことは、ないこと尽くしの繰り返しであること。自分で自分をケアしな

がら試行錯誤する毎日であったこと。 

―メッセージー 

育休を取って子育てをしているが、子育てをしても褒められないことが悲しい。母親は子育てに時間

がない中、家事・育児をしているのに、当たり前のことと捉えられがちなため、大変だという共感は

得られても、成果を認められる機会はない。子育てをしている人を心から尊敬してほしい。 

 

子育てしている人を心から尊敬して欲しい。 

女性 上記男性の妻 北海道出身 

上記男性が初めから育児に協力的だった

わけではない。 

ストレスをためず、意見を伝える。 

お互いを褒めることが大切。 

「◯○してくれてありがとう。」このひ

とことで救われる時がある。 

女性 和歌山県出身 

「わかば」はコロナで遊ぶところがない

中で子どもの遊び場となる。 

和歌山の子育て支援は昔と比べてかなり

良くなった。医療費や児童手当の年齢幅

が広がり、無料で受けられる予防接種が

増えた。 

家族は休みの日に手伝いに来てくれる。 
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女性 京都府出身 

インターネットで支援センターがあることを

知り、和歌山に友達がいないので広場を利用

しようと思った。 

子ども同士のふれ合いができ、ママ同士で話

すことで情報交換や子育てについて教えても

らうことができる。 

和歌山は大阪市と比べると支援が整っていな

いと感じる。 

ストレス解消法は旦那さんに家事の手伝いを

してもらう、遠くのスーパーまで歩いていき

気分転換をする。 

女性 兵庫県出身 

子どもの後追いがひどく疲れていたが、施設

の方々に「成長の証だから大丈夫」と励まし

てもらい気持ちが楽になった。 

外出できず、広場にいけなくて困っていたが

、両親とテレビ電話で子どもと話してくれる

ので息抜きになった。 

旦那さんが土・日に面倒を見てくれる。 

感想 

初めて育児に積極的な父親の話を聞くことができた。父親独自の気づきで、子育てしている

人は共感をもらえるが褒められることは少ないと聞き、その通りだと思った。私たちも子育

てしている人を、心から尊敬する気持ちで子育てをしている母親たちに接したい。 

話を聞くと県外の人が多く、現在の状況では人との輪を広げていけないことを不安に思って

いる人が多いと感じた。 

女性 和歌山市出身 

はじめは海外に暮らしていて、出産を機

に和歌山に里帰りした。 

出産をして少し大きくなったら中国に戻

ろうと思っていたが、耳に障害があるこ

とが分かり、日本で発達支援を受けるこ

とが子どもにとって良い選択であると考

えているため、現在日本で発達支援を受

けている。 

母親がリフレッシュすると共に祖父母が

気遣いなく子どもと触れ合えるよう週1回

程度で祖父母に子どものことを頼んでい

る。 

女性 熊本県出身 

子どもが夜寝ず、寝不足になり、体重が増えた

ため抱っこがつらい。 

実家が遠く知り合いも職場の人以外にあまりお

らず、車も持っていないため、出歩けない。 

歩きで来られる「わかば」を利用。保健センタ

ーから教えてもらった。気晴らしになる。 

旦那は、平日朝遊んでくれて、土日は基本ずっ

と一緒に遊んでくれる。その間に、仮眠をとっ

たり、自分のしたいことができたりしている。 
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３．ママたちの本音トーク 

日時：2020 年 10 月 14 日 

方法：Zoom ミーティングでの開催 

対象：子育て中の母親 5 組 

トーク項目は以下のとおりである。 

 

［コロナ禍での出産・育児について］ 

Y さん：上の子（女児 4 歳）の入園式を行った。その後、6 月までの 2 か月間家庭保育をしていた。 

家庭で保育することが好きなので、2 カ月子どもと居れて良かった（親目線）。 

公園などの外では、感染が怖く出かけなかったため、風邪などが防げて良かった。 

M さん：コロナ前だったため、面会、出産の立ち合いができた。上の子（男児 3 歳 1 か月）は、家庭

保育で外出はできなかった。和歌山にきて、公園を避け、家の庭で遊んでいた。 

S さん：上の子（女児 4 歳 10 か月）が、年長になるタイミングでコロナが発生した。2 人を家庭保育。

緊急事態宣言解除後も 2 カ月家庭保育継続した。上の子は、コロナを理解しているため、喜んで家に

いた。親は大変だった。 

H さん：下の子（男児 10 か月）がヒトメタ（気管支や肺炎などの呼吸器官感染症を引き起こすウイル

スの 1 種で、1～3 歳の間で流行することが多い病気。大人にもうつる可能性がある。）にかかる。家

の中にいることがストレスになる。上の子（男児 2 歳）は、活発な時期で、外で遊べないことにスト

レスを感じ、イライラして殴るなどの行動もあった。母は、コロナが怖く出かけたくないことと、上

の子の行動でストレスを感じる。もう、味わいたくない経験だった。 

R さん：4 月に出産したため、立ち合い出産はできたが、面会はできなかった。看護師と赤ちゃんとの

面会も最小限だったため、入院中シャワーの時以外は、預かってもらえなかった。子どもが一人目だ

ったため不安があった。看護師だったので、仕事場も不安でストレスになった。 

 

［育児をしている中で困っていること・支援してほしいこと］ 

Y さん：子どもの高熱で睡眠が十分にとれないこと。→子どもの体調面に対するサポートがほしい。 

M さん：病気や将来に影響がでるケガの過剰に心配してしまうこと。→家でできる対処法をスマホで

すぐに見られるようにしてほしい。書類だとすぐに見つけられず早急な対処ができない。 

S さん：第一子を出産後、退院してからがとても大変なこと。→リフレッシュ（母親が休める）の時

間を確保するために、一時預かり保育や軽いうつ病の無料診療などを受けられるようにしてほしい。 

H さん：預かり保育の申請が大変なこと。→申し込みの方法を簡単してほしい。父親の育児意識が低

い。→父親同士の交流会の開催などしてほしい。 

R さん：初めての子育ては何が間違っていて、合っているのかわからないこと。→ネットで２４時間

専門家に気軽に相談できるツールが欲しい。正しい情報をネットで提示する。 

 

［子育て支援制度について］ 

① 子育て支援制度を知っているか［結果：知っている 5 名、知らない 0 名］ 

② 利用したことがあるか［結果：利用している 2 名、利用していない 3 名］ 

③ 子育て支援の情報はどこで入手しているか［結果：市役所 3 名、ネットなど 2 名］ 

Y さん 

①知っている。 

②一度も行っていない。病気をもらうと怖いから。自分が人見知りだから。ほかの子どもにけがをさ

せてしまうと嫌だから。 

③市役所で「こんにちは赤ちゃん事業」など。 

M さん 

①知っている。 

②行っていない。子育て支援施設にいくことに勇気がいる。施設にきている人と仲良くなれるか心配。 

同年代の子どもがいる友達と遊ぶ。 

③市役所からのお知らせ、市の冊子など。 

S さん 

①知っている。 
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②よく利用している。子どもが好きなおもちゃがある施設を選ぶ。施設を転々とする。引っ越しが多

くてもママ友ができる。 

③自分で調べる。ホームページ、アプリ、子育ての案内マップなど。 

H さん 

① 知っている。 

②上の子の時によく参加していた。市内の子育て支援事業を、保育所で行われると行きづらい。一人

で浮いてしまう。あれば助かる。 

③ネットで調べる。友達に連れて行ってもらう。 

R さん 

①知っている。利用したいと思っている。 

②行っていない。コロナで行くのをためらっている。 

③市役所のお知らせなど。 

 

［周りの人の協力について／支援は充分であるか］ 

Y さん：夫と生活時間が違うから 1 人で子育てする時間が多い。→実家で支援を受けている。 

M さん：実家で支援をしてもらっている。近所の子どもがいる人たちからの支援（服やおもちゃのお

さがり） 

S さん：休みの日は夫が子育てを手伝ってくれる。実家のサポート。実家が遠いときは、近所のママ

友同士でカバーしあっている。 

H さん：実家からのサポート（食事）。職場からのサポート。夫の育児休暇。 

R さん：夫が協力的。夫の実家が近いけれど、仕事をしているため頼めない。コロナ渦で近所の人と

関わりがない。 

 

［子育てをしていてストレスがたまった時、どのような方法で発散しているか］ 

Y さん：家族で出かけることで、子どもの状態を見ながらリフレッシュすることができる。 

M さん：友達や家族に話を聞いてもらう。 

S さん：一人の時間を作るために、トイレにこもって深呼吸し、かわいい子どもの写真を見て落ちつ

か 

せる。リフレッシュの日を決めてその日まで頑張る→出かけた先で子どもの状態が気になり不安にな

る。 

H さん：美味しいもの、甘いものを食べる。夫に内緒で子どものかわいいおもちゃを買う。 

R さん：夫が一人の時間を作ってくれる。 

 

［子育てのプラス面（うれしいこと、エピソード）］ 

Y さん：ちょっとしたことでも 1 人でできるようになったとき。赤ちゃんの頃は、親としてどう関わ

るべきなのかが分からなかった夫が、今子どもと一緒に楽しそうに遊んでいる様子を見たとき。 

M さん：子どもの楽しそうな笑顔を見るとき。出来なかった事が出来るようになったとき。 

～エピソード～ 

水たまりを三輪車で通って遊んでいた。その後、水たまりがきれいに思ったのか、体ごと水たまりに

飛び込み、服をびしょびしょにして遊んでいた。 

S さん：成長を感じたとき。運動会で勇ましい顔で練習してきた成果を発揮していたとき。遊園地の

空中ブランコを一人で楽しんで乗っている姿を見たとき。 

～エピソード～ 

普段長女は父親と寝ているが、母親がふざけて「お父さんと一緒に寝ようかな」というと、「ママここ

じゃない！お父さんは私と寝るの」と言い、女の子なんだなあと思った。 

H さん：「ごはんおいしい」「大好き」「可愛い」などの嬉しい言葉をかけてくれるとき。日々嬉しい。 

～エピソード～ 

祖母のお葬式のとき、数珠に興味を持った長男に数珠を買った。その後法事で、お経を読んでいるお

坊さんの目の前に行き、数珠を突き出した。するとお坊さんは吹き出した。 

R さん：寝返り、お座りができるようになったとき。可愛い寝顔や笑顔を見たとき。 
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［考察］ 

子育て支援に関わるスタッフから、子育ての現状を聞き、さらに子育て当事者５名に話を聞くこと

ができた。育児では、現在は新型コロナウイルス感染症拡大の影響で、家庭内保育が多くなり外出が

できないことから、母親にも子どもにもストレスが溜まった。母親がリフレッシュできる時間があれ

ば、ストレスを軽減することができる。そのための支援として、子どもを一時的に預けられる場所が

あるとよい。 

 また、周りの人の支援については、父親をはじめとする家族の支援、ママ友と共有することによっ

て支えられているということが分かった。しかし、父親の育児意識が低いという現状もあるため、父

親同士の交流会を開き、父親の育児意識を高める支援が望まれる。 

子育ては、大変なこともあるが子どもの成長を見ることで育児に対するやりがいを感じることがで

きる。私たちが将来、教師や保育者になり、子どもの成長を発見した時、子どもの成長について保護

者と共有し、子育てを分かち合うことが、子育て支援の一つであると考える。 

 

４．私たちにできること 『身近なものでおもちゃを作ろう！』YouTube 動画配信 

［動画作成のきっかけ］ 

新型コロナウイルス感染症拡大の影響で、子育て中の親子は家の外に出ることが困難となってい

る。そのため子どもと家にいる時間が長くなり、親子ともがストレスが過多になっている現状があ

る。子育てを応援したい気持ちで子育て支援についてフィールドワークをしている本ゼミでは、「私

たちができること」について話し合い、YouTube 動画で子育てをサポートすることを試みることに

なった。 

主な内容は、授業でおもちゃを制作した経験を生かし、家の中で簡単に作って遊ぶことができる

おもちゃを、1～3 歳児の年齢や発達段階に合わせて検討した。それを YouTube 動画として、前期 1

回・後期 1 回の配信をした。  

 

 

 

1 歳児に向けて 

「お菓子を使ったマラカス」        「ペープサート～ぞうくんのクレヨン～」 
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2 歳児に向けて 

「ぴょんぴょんカエル」         「魚釣りゲーム」 

        

3 歳児に向けて 

「声が変わっちゃう！？～へんてこマイク～」「おばけをたおそう～ペットボトル玉入れ～」 

             

［動画を見て送ってくださった感想（一部抜粋）］ 

・子育てへのエールが込められていて心が温かくなった。 

・娘が 2 歳になったので家でできる工作を参考にやってみたい。 

・動画をシェアできるのが良い。 

・発達も紹介されていたので分かりやすかった。 

［感想］ 

おもちゃ作りの動画を制作しているときは、実際に私たちが作る動画が役に立つのか不安だっ

た。しかし、動画を見てくださった方々の感想を聞き、今回の活動が子育ての支援につながった

と感じた。また動画を母親同士で共有してくださっていて、支援の広がりが実感できた。 

［動画制作のポイント］ 

動画を見てもらうための工夫として、親向けに作るのか、子ども向けに作るのかなどの目的を

明確にして制作していくことが望まれる。また多くの人に知ってもらえるように、ＱＲコードの

活用、チラシなどの配信方法について検討していくことが大切であることがわかった。 

［考察］ 

新型コロナウイルス感染症拡大が広がる中で、SNS を通して子育て支援を離れたところでも提

供していくことが現状として必要だと考えられる。SNS の中でも親が気軽に、子育ての合間でも

見ることができる動画を活用して子育て支援を行ったことには意義があり、「新しい生活様式」を

検討していく一つの方法ではないかと考える。これからの子育て支援の活動で、「動画が子育て支

援の手段の一つ」として活用していくことが望まれる。 
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【まとめ】 

 今日の社会では、女性の社会進出が進み、少子化問題や、妊娠・出産・子育てへの意識が薄れてい

るように感じる。私たちは和歌山の子育てについて調べ、子育て支援施設のスタッフに話を聞き、子

育て当事者へのインタビュー調査・交流会などの関わりを通して、和歌山の子育ての現状や課題を知

ることができた。妊娠・出産・子育ては社会のすべての人が関わり支援し、次の世代へ継承していく

ことが大切である。 

このことから、私たちがたどり着いた考えは、妊娠・出産・子育てとその支援について、社会の全

ての人が知っておくべきということである。そうすることで、父親・母親の知識を補い、子育ての負

担を軽減することができる。また、周りの家族以外の人の理解・支援が得られると考える。 

 具体的には、これからの世代への講演や学校の授業に、子育てや子育て支援についての学習を取り

入れることが考えられる。これからの世代とは、妊娠・出産・子育てを経験していない中学生・高校

生などを指す。和歌山県の中学校・高校では、授業で妊娠・出産までを学習するが、子育てや子育て

支援については深く学習しない。子育ての知識があることで、実際に親になったときに役立つことは

もちろん、子育て世代を支えられる人材となることができる。また、全ての人が子育てについての共

通した基礎知識を持つことができ、子育てがより身近なものとなり、少子化対策にもつながる。 

 以上の事から、時代とともに変化する妊娠・出産・子育てとその支援を社会全体で考え、支えてい

くことが大切である。 

さらに将来、教育者・保育者を目指す私たちにできることは、大きく分けて４つあると考える。 

第 1 に、子育て支援施設を保護者に紹介することである。施設についてのチラシを掲示したり配っ

たりする際に、この学習で得た知識を生かして詳しく説明することで保護者が子育て支援施設を身近

に考えることができ、交流の場へ足を運ぶ勇気を与えられるのではないか考える。 

第 2 に、保護者同士をつなげることである。特に小学校低学年や乳幼児期の子どもを持つ保護者の

つながりは、その後の子育ての支えとなる可能性が高い。つまり専門職である保育者が、意識的に保

護者同士をつなげていく支援が大切であると考える。 

第 3 に、保育園・こども園の子育て支援活動をする保育者が、地域の NPO 団体とつながる必要があ

る。保育者と地域の NPO 団体が情報の共有を行うことで、一体化した地域の子育て支援を実現するこ

とにつながると考える。 

第 4 に、地域の人々や中・高生と子どもたちが交流できる機会を作ることである。そうすることで、

地域との繋がりが生まれ、中高生が自分の保護者との関わりを見つめ直すきっかけとなる。また、保

護者同士の交流にもなる。よって、私たちは教育者や保育者としてこのような場を提案することがで

きると考える。 

 最後に、1 年間のフィールドワークを通して培った子育て支援に関する知識や経験を、将来の教育

・保育現場で実践していきたい。 

 

【倫理的配慮】 

調査対象者に、本調査の趣旨について説明を行った。また個人が特定されないように配慮した。

同意書を得られた研究協力者を対象とした。 

本研究の実施にあたり和歌山信愛大学倫理委員会に申請し承認を得た。 
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地域連携フィールドゼミナール（小田ゼミ）成果報告 

コロナ禍におけるかつらぎ町新城地区活性化のための取り組み 

 

指導教員：小田真弓 
ゼミ生：上山千尋、太田真生、久畑侑也、楠山真生、小林沙帆、坂本亜衣菜、武田初花、谷口航、 

田端咲人、田端まりな、中山未夢、西芽依、西村優志、野上夏生、平松実侑、細田清花、 

宮田理世、山原碧紗、吉末愛果 

 

１．はじめに 

私たちがこのゼミを選んだ理由として、大きく三つに分けられた。一つ目は、月に一回地域に出向

き、交流することに魅力を感じたからや、アウトドア好きという個人的な理由であり、この理由が一

番多かった。本ゼミは、他のゼミとは違い地域に出向く課外活動が多いことに魅力を感じた学生が集

まったと言える。二つ目は、自然を生かして学ぶ経験を将来の職につなげたいという今後を見据えた

理由を持った学生もいた。三つ目は、ゼミに入ってからしたいことの理由が挙げられた。具体的には、

「山村留学」に興味を持ち、いち早く取り組んだかつらぎ町の方達の思いや考えを実際に聞きたい、

田舎の良さに気づいてもらうためにその特徴や魅力を自ら発信したいという理由があった。また、私

たちのような若い世代は活性化のための大きな力になることができると思ったという理由もあった。

これらの理由から、私たち１９名が集まった。しかし、私たちゼミ生はかつらぎ町新城についての詳

しい知識はなく、かつらぎ町新城について知ることから活動を始めた。 

 

２．研究方法 

まずは、インターネットや資料を使ってかつらぎ町新城に足を運び、どのような町なのか散策を行

ったり、区長さんの話を聞いたりしてかつらぎ町新城の現状を知る取り組みを行う。さらに、和歌山

信愛大学に戻りかつらぎ町新城の知名度について知るために、和歌山信愛大学の学生と教員にアンケ

ート調査を実施し、その結果を分析する。 

 

３．結果 

 和歌山信愛大学の教員１０名学生７７名にアンケートを実施した結果、かつらぎ町新城について知

っていた学生はわずか１.2％、教員は１０％であった。かつらぎ町新城についてしっている人も、自

身が近くに住んでいるや祖父母が住んでいるからという環境要因であり、その結果かつらぎ町新城の

知名度は低いことがわかった。そこでかつらぎ町のイメージについて聞いた。下記の表にまとめる。 

     あるもの     位置 

イメージ パーセント イメージ パーセント 

フ ル ー ツ

（柿） 

１３.7% 南 ３.8% 

田舎 ８.0% 西 1.1% 

自然 ６.8% 東 1.1% 

山 ５.5% 高野山の近く １.1% 
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恐竜ランド ２.2%  

かつらぎ温泉 ２.2% 

     表１ 

このことから、やはりフルーツをイメージする人が多く、田舎や山などのイメージから自然が多い

ことが分かった。また、恐竜ランドやかつらぎ温泉などのイメージから観光名所もいくつか挙げられ

ていた。以上のことから、かつらぎ町については全く知らないわけではないと分かった。しかし、位

置についてのイメージは西や東・南と場所については様々であった。特に南が多く位置についての正

しい理解がされていないことが分かった。 

最後に、かつらぎ町新城について知りたいかを聞くと以下の結果になった。 

 

グラフ１ 

まとめると、認知度は低かったが興味を持っている人は多くいることが分かった。 

 

４．新城について知ったこと 

① 新城までの道のり 

 日に日に秋が深まり始めた 11 月７日(土)、和歌山県かつらぎ町

新城地区について知るために訪れた。 

高野山の麓に位置し、国道 42 号線から国道 480 号線へ高野山方

面、行く途中に交わる 370 号線が新城のメインロードである。新し

くて綺麗な志賀高野山トンネルを抜け、しばらく走ると再びかつら

ぎ町、新城地区に入る。新城地区は左右に紅葉した木々が生い茂り、

東西に流れる貴志川に沿って舗装された道路や、シカやタヌキなど

たくさんの動物も生息している、自然豊かな空間である。 

 

② かつらぎ町新城地域交流センター 

 かつらぎ町新城小学校は 1982 年に開校され、地域の人々に親しまれてきた学校であったが、2012

年３月 31 日に人口の減少が主な理由で多くの住民に惜しまれながらも閉校を迎えた。その後 2017 年

に、新たに地域交流センターとしてリニューアルオープンしたという歴史のある建物である。またこ

の建物は、元々の小学校の教室や廊下の間取りや木造の暖かさはそのままにしており、かつらぎ町新

城小学校の歴史は今もなお、熱く引き継がれている。廊下には、新城地区の子どもたちが描いた絵が

展示されており、人と人との繋がりが感じられ、心温まるものであった。 

 さらに、地域交流センターが設置された目的としては、長きにわたり、地域住民の相互交流をし続

64.4%

[]

はい いいえ
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ける場所であり続けていたい、生活を向上させ深めることのできる場でありたいという願いが込めら

れた建物である。 

③ 地域住民の憩いの場 

 地域の人々の熱い思いが詰まった地域交流センターの中には

地域の人々の憩いの場の一つとされる「水とみどりの美術館」が

ある。この場所は、地域の人々から「すぎのこ」という愛称で親

しまれている。この場所に展示されている絵は、余計な能書きに

左右されず、純粋に作品を心で感じてほしいとの思いから、注釈

として書かれているのは作品とその出身地のみである。また、

「アートに親しみ、自然に触れ、ここで学ぶ」をスローガンに作

られた空間であるため、地域の人々が安らげるための工夫とし

て、一休みできるような椅子の配置、どの年代が見ても楽しめる

ような絵画の展示がされている。 

 

④ 区長さんが語る新城の魅力 

 (1)大師のすねこ石 

昔、弘法大師が修行の道中に痛む足を癒した所で、その岩のくぼみに痛むすねを当てると、痛み

が治ると言い伝えられている。 

 

(2)湯子川（よこがわ）の滝（別名は落合滝） 

天狗岳を水源に木々の間を流れ落ちており、水量が少ないものの三段に分かれた滝は総落差

100ｍ近くある。 

 

(3)正覚寺（別名は子安地蔵） 

これは、平安期の建造物で、建物の中には歴史の深い貴重な珍品が収められている。本尊の子 

安地蔵尊は安産の仏様として名高く、地域の人々から熱く信仰されている。また、所蔵の大日

如来像はかつらぎ町の指定文化財となっている。 

 

 (4)赤滝 

   垣内谷の奥に人知れず流れ落ちており、赤い岩肌の上を流れ落ちる美しい滝である。また、平成

28 年現在、滝までの道が未整備で幻の滝だと言われている。 

 

 (5)天満天神宮 

  創建年代は不明だが、新城地区の知恵の神様として大切に守られてきた。現在は 11 月に秋祭りが

行われている。 

 (6)大滝不動尊 

  いつの頃から信仰されているかは不明だが、昔渋田から花園までの街道であったため、六地蔵と

ともに祀られてきたものであるといわれている。 
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(1)すねこ石          （4）赤滝         （5）天満天神宮 

 

 

 

 

 

      

   

 

 

⑤ 新城の誇りである特産品 

 新城では農林業が盛んで、生活基盤にもなっている。その中でも、果樹栽培が盛んで、特産品にも

なっている平核無柿や新城米は新城では誇りとされている。 

特に新城米は、米に適した自然環境で獲れるもので、山あいから湧き出るミネラル分豊富な清水と、

昼夜の寒暖の差がおいしいお米を育てているとされ、味は甘く、弾力があるのが特徴である。 

 

５．山村留学とは 

自然豊かな農山漁村に小中学生が 1 年単位や長期休暇単位で移り住み、地元小中学校に通いながら、

様々な体験を積む活動である。様々な自然体験やキャンプなどの野外活動、小規模校での授業、地元

の交流などたくさんの体験がある。また保護者の方にも地域や保護者同士の交流が生まれ、家族全体

の体験の場となっている。全国にはさまざまな方式の山村留学があり、地域特性や受け入れ方式、実

施団体などによってそれぞれ特性をもった山村留学が実施されていて、活動などの体験内容は、地域

や実施団体によって変わっている。 

 

６．山村留学から里親制度の流れ 

山村留学に預ける理由は仕事で忙しいから、子育てができないからであったが、新城の魅力が伝わ

ってから自然の中で子どもが育つ姿を大切にしたいことや、子どもの居場所を探す親の姿が見られた。 

 

７．山村留学の歴史 

昭和 56 年に新城地区において山村留学を行うにあたって新城の知名度を上げるために、NHK の新日

本紀行にて新城地区の放映がされた。2 週間ほどの取材をして、45 分ほどの放映時間だったものの、

その次の日は 300 件ほどの問い合わせが来た。そして 60 件ほどの現地視察の人が来られた。そのう

ち関東から 6 人、関西から 6 人の計 12 人の留学希望者を受け入れることになり、57 年の新学期には

1 年前の 3 倍の人数が入学したのです。12 人は農家や、当時の区長が里親となり養育していく方式を

とったといいます。山村留学の開始は西日本で初の事業だったため当時は近畿だけでなく、石川県や

山口県からも見学に来ていたそう。その後、58 年、59 年から 63 年まであり、その間もたくさんの人

が来て選考していく形をとっていた。ピーク時は 30 人ほどの生徒数になっていた。その後平成 24 年

の 3 月を以って新城小学校が廃校になって山村留学制度も終了した。 

このように山村留学を行うことで今までの山村留学、現在の山村留学、住民、また卒業生の集落出

身者が一丸となって新城の活性化へつなげている。新城が山村留学を通して目指す姿は地域内に新た
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な移住者を呼び込むこと、そしてこの地域に思い入れのある人を増やし地域の担い手・支え手となる

人の裾野を広げることである。 

 

８．新城で山村留学が始まった訳 

第一は人を呼びこむきっかけづくりである。山村留学を行うことで卒業生の同窓会が開催でき、山

村留学生がもう一度新城に集まるきっかけになる。実際に新城の山村留学に小学校 6 年間参加した子

どもが里帰りしたときの映像では、「第二の故郷」と語っていた。また短期山村留学生の受け入れを

行い、山村留学がもっと参加しやすいものにしていた。その中でも親子山村留学といった子どもだけ

でなく親子で山村留学することや、大人の山村留学といった大自然の中でのリフレッシュを図ること

などを実施し、多様なニーズに応じた山村留学のプランが用意されていた。 

第二は、新城の魅力アップにつなげるためである。具体的な取り組みとして、地域の見どころ看板、

ガイドマップの作成、また地域食材の健康レシピを作成し山村留学の呼び物メニューにするなどの取

り組みもあり、遊休農地での野菜栽培で山村留学への食材提供、ふるさと宅急便が行われていた。そ

して山村留学の拠点を旧新城小学校にすることで山村留学が町の人の生活の中心になっていた。 

第三は、若者の移住につなげるためである。空き家の調査を行い、山村留学きっかけに移住する若

者の住居確保をしていた。 

 

 

 

９．助成金の申請について 

活動の計画を実行するために資金集めが必要であると判断した。体験活動を支援し、助成金を交付

している機関を調べ、二つの支援機関に応募した。 

一つ目は子ども夢基金である。この機関は、未来を担う夢を持った子どもの健全育成を推進するた

め、地域の草の根団体等が実施する様々な体験活動や、特色ある新たな取り組み、体験活動・読書活

動の復興を図る取り組みの視野を広げる活動を中心に支援を行っている。また、子ども達が思いやり

の心や豊かな人間性・社会性をはぐくむための社会奉仕活動や異年齢や異世代の交流、地域間の意図
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的・計画的な交流等を通じて互いの理解を深めるための交流を目的とする活動も支援している。 

今回は地域活性化プロジェクトとして 72000 円を申請した。活動名は「秋の自然で遊ぼう」で、こ

の活動を通してかつらぎ町の地域の人との関わりを持ち、交流を深めることを目的とした。活動内容

としては、自然環境の変化によって、日常生活の中で自然や生命と触れ合い関わりあう機会が乏しく

なっている子どもたちのために、一緒に山に出向き秋の自然物を使って製作することを通して自然に

触れる楽しさや面白さを味わってもらう活動を計画した。具体的には、秋の自然物を見つけて自然に

触れ、その楽しさや面白さを味わう「山探索」や、秋の自然物であるどんぐりや落ち葉を使ってどん

ぐり駒や落ち葉絵などの製作を楽しむ「製作遊び」を計画した。 

申請した助成金の内訳としては、謝金 25000 円、旅費 29600 円、印刷製本費 7800 円、消耗品費 9600

円である。 

結果として、82000 円助成された。しかし新型コロナウイルス感染症の影響もあり、計画通りに進

めることができないと判断し、辞退することになった。 

二つ目は（公財）日本教育公務員弘済会和歌山支部である。この機関は、学校における現職教育研

究会活動における図書購入・調査費用・講師謝金・先進校視察・研究大会参加等に充当するための費

用に助成金を交付している。 

今回は地域活性化プロジェクトとして 50000 円を申請した。子どもたちと畑作業を行い、自然と触

れ合う楽しさや達成感を味わってもらい、農業への興味・関心を持ってもらうことを目的とした。理

由としては、今のかつらぎ町新城には農業を教える人も道具もあるが教える対象者がいないことや、

子どもが少なく、同年代の子どもが身近にいないため他の子どもと関わる機会が少ないという問題が

あると伺ったからである。活動を通して、高齢者と子どもたちが学生と一緒に交流できる機会を作り、

地域の活性化を図ることをねらいとした。 

 結果として、申請した 50000 円の助成金は交付された。 

 

１０．交流の計画について 

計画を立て、資金を集めることができたが、新型コロナウイルス感染症の影響により計画通りにお

こなうことができなかった。そこで、実際に新城に出向くことができた時の準備をすることにした。

準備として、地域の高齢者の方々や子どもたちと関われるような遊びを考えた。 

 

≪高齢者向け≫ 

高齢者の方々と関わるために、気軽でルールが簡単なだれでも楽しめる活動を考えた。一つ目に「牛

乳タワー」である。牛乳パックを輪切りにしたものを倒さないように上に積み上げていくゲームであ

る。手先だけを使って遊ぶことができるのでどの年齢でも遊ぶことができて異年齢との交流も図るこ

とができる。次に、「ババ抜き」である。このゲームもどの年齢の人でも知っているゲームであり、異

年齢の交流を図ることができる。最後に、「ハゲタカのえじき」である。このゲームはお互いの心理を

読み合うカードゲームである。相手の心理を読むことで脳の活性化を図ることができる。 

 

≪児童向け≫ 

地域の子どもたちと交流をするために、身近なものを使って幅広い年齢の子どもたちが楽しめるよ

うな遊びを考えた。まず一つ目にボール遊びである。ドッチボールのような、力の差が出るようなゲ

ームは小さい子どもたちが楽しめないということを考えた。そこで、ボールを投げずに転がして遊ぶ
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「転がしドッチ」や、「中あて」を考えた。次に、新聞を使った遊びである。主に、新聞紙をたくさん

集めて破ったり撒いたりして遊ぶ「新聞プール」や、学生の体にガムテープをつけて新聞紙がくっつ

くように投げて遊ぶ「新聞的当て」を考えた。これらの新聞を使った遊びは、当たっても痛くないの

でどの年齢の子どもも遊ぶことができると考えた。そして、使った新聞紙は時間を競って新聞紙を集

める「片付けゲーム」で楽しんで片付けられる計画をした。 

 

１１．おわりに 

 山村留学を始めとした、地域活性化のための取り組みを多く進められてきた「かつらぎ町新城地区」

に視点を置き、新城地区に住む方々の実際の声を基に地域の特性や抱える課題を調査・探求すること

を通して、地域活性化に伴った計画や、地域に住む世代間交流についての企画を行うことができた。 

 地域活性化の計画について今年度では、区長さんと計画について話し合いを進めることはできたが、

実際に実行することはできなかった。 

 このことから、次年度では、今年度の計画案を基に実際の活動へと繋いでいってもらいたい。 

 

謝辞 

 今回、現地調査にご協力くださった中前光雄さん(区長)をはじめとした新城地区の皆様、並びに、

大学内におけるアンケート調査へご協力して下さった和歌山信愛大学の一部教員、学生の皆様にこの

場をお借りして厚く御礼申し上げます。 
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過疎高齢化むらの元気プロジェクト ―山村留学の郷新城 美しむらづくり―  

(2015 年２月 放送大学和歌山学習センター) 

 

https://yumekikin.niye.go.jp/
https://www.nikkyoko.or.jp/


74 

 

地域連携フィールドゼミナール（江口ゼミ）成果報告 

本町周辺の活性化に向けて 

 

指導教員：江口怜 
ゼミ生：荒木魁斗、有野結愛、上田潤、岡田七海、小川瑞季、柏木雅志、梶本那菜、神谷美佑、 

久保田真以、小柳葉留、澤田楓香、鈴木大賀、田中夏海、中村真夕、樋山涼穂、廣田有紀、

丸尾朱音、三木絵里加、溝川千夏、向川夕貴 

 

【はじめに】 

江口ゼミナールの活動範囲は、本町地区及びぶらくり 6 商店街界隈(以下、ぶらくり商店街と略す)

である。この地区では、少子高齢化やぶらくり商店街のシャッター通り化が進み、地域の活気がなく

なりつつあるという課題がある。さらに、本ゼミの協力者らは、活気がなくなったために、今まであ

った店やイベントがつぶれたり、中止になったりするなど、地域住民の居場所までもなくなりつつあ

ると訴えていた。そこで、本ゼミは本町地区・ぶらくり商店街で活動を行い、今ある地域資源を活用

しつつ、課題解決しようと試みた。 

本報告書は本町地区・ぶらくり商店街を活性化するために江口ゼミナールで取り組んだそれぞれの

活動をまとめたものである。 

 

2020 年度は以下の活動を取り組んだ。 

(Ⅰ) 〈インタビュー〉 

(Ⅱ) 〈第 1 回ほんまち子ども食堂「縁日カフェ」〉 

(Ⅲ) 〈クリーンアップ計画〉 

(Ⅳ) 〈ぶらくり商店街店舗インタビュー〉 

 

(Ⅰ)〈インタビュー〉 

１目的・課題 

本町地区の住民に本町地区の現状やどういう施設が必要なのか意見を聞きたいと考えていたが、コ

ロナウイルスの影響で対面になってしまいソーシャルディスタンスが困難となる聞き取り調査ができ

ないことや、アンケートの回収ができないため、本町地区で団体の代表されている方々にインタビュ

ーしようと考えた。 

 

２実施内容 

三名へのインタビュー 

社会福祉協議会会長 東康夫様  11 月 18 日（水） 

民生児童委員会会長 越川きよみ様、11 月 18 日（水） 

波多野正蔵様  

青少年健全育成委員会 海野佳広様 11 月 25 日（水） 

協力：和歌山市市民環境局市民活動推進部自治振興課本町連絡所（以下「本町連絡所」と略す） 

 

民生児童委員会会長 越川きよみ様 波多野正蔵様 
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３成果、分析結果、自己評価 

〇社会福祉協議会会長 東康夫 様 

みんなが幸せになれるようにすることが社会福祉である。 

・本町地区でされている活動 

【ふれあい食事会】 

開催時期：年２回（3 月と 10 月か 11 月）の 11：00～13：30 

概要：65 歳以上の独り身の高齢者を対象に、小学生が歌を歌う出し物を行い交流する。 

会費は 300 円で、27 人から 40 名程度の高齢者の方々が参加される。 

スタッフは、50 名程度である。 

【３世代交流】  

開催時期：11 月の第２土曜日 

昔は本町小学校で行われており、今は伏虎義務教育学校で行われている。 300 人ほど参加すること

もある。 

民生委員と PTA とも協力して開催し、輪投げや紙飛行機、ゴム鉄砲、竹とんぼ、BINGO ゲームなどの

出し物を行う。（民生委員：おでん・おにぎり、PTA：ジュース・フランクなど） 20 万円程度の予算

があり、景品は 100 均のものから、テニスラケットなどの豪華なものになっている。 

・民生委員との具体的な連携 

ほとんど民生委員に頼りっきりである。サロン的なものをするにも人材が不足しているため、行う

ことができない。 

月 1 回、史跡巡り、お食事、盆栽・門松作り、料理教室、健康体操、カラオケ大会、ジャズ喫茶な

どを行っている。 

・社会福祉の観点で地区に必要と考える場所、施設 

若い人が回遊してお金を落としてくれるような場所 

若い人がたくさん来るような街にすればビルも増え、それが「成功」に繋がるのではないか。 

・必要だと考えるリノベーション施設 

子どもが遊べるような場所（ゲームや本、雑誌を置く） 

・福祉の観点での本町地区の課題 

人材（若者）不足でボランティアが少ない 

 

〇民生児童委員会会長 越川きよみ 様、波多野正蔵 様 

・本町地区でされている活動 

17 団体で曜日ごとに子どもの登下校見守り(全 40 数名)  

本町公園の掃除（女性団体のみ） 

10 月のはじめに 65 歳以上の独居老人の調査 

・活動されている規模 

歴史散策では、20～30 人、多いときで 40 人 

・本町地区にある児童に人気の場所（施設） 

本町公園ぐらい 

・民生児童委員会から見た今の本町地区の課題 

民生委員の人手がなくて困っている。（人手不足・高齢化） 
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・本町地区の高齢者のよりどころとなっている場所 

本町連絡所二階にて、カラオケ教室、つれもて健康体操 

ことぶきクラブ 

・地区で子どもや高齢者の娯楽となる場所 

パチンコ、City Wakayama（昔は百貨店） 

・民生児童委員会の観点で地区に必要な場所、施設 

近くでないと行けない高齢者が気軽に集まってお茶ができる場所（エリアごとに） 

家の中に閉じこもると老け込んでしまうため、外にでて元気になってもらう。 

・必要だと考えるリノベーション施設 

みんなが遊べる場所、いろんな世代が集まれる場所、いろんな生き方を学べる場所 

子ども食堂、映画、陶器類、囲碁、将棋など 

 

〇青少年健全育成委員会会長 海野佳広 様 

・本町地区でされている活動 

青少年健全育成委員会は全国でもそんなにない。和歌山県でも本町だけであり、発足は昭和 53 年。

少年や少女の犯罪、非行、防止に努めている。住みやすい街、明るい街になるように活動し、少しで

も犯罪や非行などがなくなればよいと考えている。 

本町連合会長協力のもと、和歌山県、和歌山市、和歌山県警察本部、和歌山西署警察、本町地区の

皆様、各種団体、商店、商店街などと協力しあい、年に 11 回パトロールを行う。 

また、年１回有害図書の管理を行っている。（今年は、５月 18 日に行った。） 

・本町地区で高齢者のよりどころとなっている場所 

寿倶楽部（老人会）は本町連絡所でカラオケ大会、体操（本町会館）など 

・地区で子どもや高齢者の娯楽となる場所 

本町公園（かげづくり）、商店街（フリマ）芝生オープンテラス、映画など 

・青少年健全育成の観点で、地区に必要だと考える場所、施設 

人の集まる場所 

・青少年健全育成委員会から見た本町地区の課題 

本町地区は昔より人口が減少している。若い人が少なく、高齢者が多くなっているため、地区や、

会（毎年 6 日に総会）に若い人が欲しい。 

 

○考察 

本町地区は高齢者が多く、若者が少ないため、自治体は若い人材を求めていることが分かった。若者

を集めるために、本町地区について興味を持ってもらうことが大切であると考えた。興味を持っても

らうために、イベントの情報の発信をし、参加してもらうことが大事だと考える。また、若い人が集

まる場所を作るには、本町地区に通っている学生を中心にアンケートを実施し、必要だと思う施設を

作ることが必要であると思う。学生に向けてアンケートを行うことで、課題を再認識してもらうこと

が出来ると思う。さらに、リノベーション施設を活用することで、若い人に来てもらうことができ、

本町の活性化につながるのではないかと考える。 
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４今後の課題 

本町連合会長をはじめ、社会福祉協議会、民生児童委員会、青少年健全育成委員会の代表の方に

お話を聞くことで、地域の需要を知ることができたが、和歌山信愛大学の学生にはアンケートを

とることができていないので、学生の声を聞くことが今後の課題となった。 

（文責：有野、柏木、鈴木、廣田） 

 

 

(Ⅱ)〈第 1 回ほんまち子ども食堂「縁日カフェ」〉 

１目的 

学生や子ども・高齢者等の地域住民との多世代間交流の実現を目指す。また、今回限りではなく

地域の社会資源を結び、今後の居場所づくりの活動につなげていく。 

 

２実施内容 

【日時】 

２０２０年１２月２日（水） 

【当日のスケジュール】 

１２時 準備開始 

１３時半 信愛大学ゼミ生集合・必要に応じて手伝い 

１４時 参加者集合、軽食【地区会館ホール】 

１５時 信愛大学レクリエーション 

〈内容〉フェイスシールド作成、絵本、縁日（ボーリング、魚釣り、お子釣り、缶積み、手裏剣当て） 

〈詳細〉フェイスシールドを各々作成する（各世帯に１つのキッドを渡す） 

絵本の読み聞かせ 

スタンプラリー形式で縁日を回る（コロナ対策したうえで） 

５か所まわってスタンプを５個集めたら折り紙で作ったメダルを贈呈する。 

イベントの記念としてバルーンアートをあげる。 

１６～１６時半 終了・解散 

【活動場所】本町会館、本町公園、小林修治氏宅（空き家）

の一部 
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・オリジナルフェイスシールド作り 

 

 

 

 

 

 

 

・スタンプラリー縁日 

①さかなつり             ②ボウリング 

 

 

 

 

 

 

 

③かんつみ              ④おかしつり 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑤スーパーボールすくい 

 

 

 

 

 

 

 

 

３成果・分析結果 

  Team MAK-ｅ spot 主催の子ども食堂への参加が決まった。その中で、江口ゼミはレクリエーシ

ョンを担当した。レクリエーションで縁日カフェを開催するまでに高齢者向け zoom 体験や、子ども

向けに布マスクデコレーション、思い出に残すための写真撮影会などの企画を考えた。しかし、新型

コロナウイルスの影響により、夏祭りなどのイベントが中止され、子どもたちが十分に楽しめる機会
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がなかったのではないかと考え、様々な催し物を体験できる縁日を開催することに決定した。 

 縁日カフェを開催するにあたり、新型コロナウイルス対策として、縁日を回る際にスタンプラリー

制にしたり、場所を本町会館と小林さん宅の二か所に分けたりすることで一つのブースに子どもたち

が密集しないよう配慮した。 

成果として、参加してくださった保護者や子どもたち、私たちが楽しめたことである。子どもたち

は縁日やおもちゃ病院での竹とんぼ作り等で、初めて見るものや体験することに興味・関心をもち遊

んでいた。保護者は子どもが楽しんでいる姿を見ながら保護者同士の新たな交流ができていた。学生

は子どもや保護者、地域団体の人たちと関わることができ、それぞれが充実した時間を過ごすことが

できた。それらの関わりのなかで「また来たい」「また協力して地域活性につなげていきたい」等の

声をかけていただいた。 

今回学生が企画したレクリエーションでは、学生と子どもの交流はあったが、地域の人と子ども・

保護者とをつなぐことはできなかったように思われた。しかし、子ども食堂全体として見ると、竹と

んぼ作りなどを通しておもちゃ病院の方と子どもたちが一緒に遊んでいたり、当日様子を見に来られ

た方々との交流行われていたりと多世代間交流の目的が達成されていた。また、イベントを通して学

生と Team MAK-ｅ spot との関わりが深まったことで、次年度の活動への基盤ができた。 

これらを通して、子ども・保護者・地域の方々・学生の交流ができ、居場所づくりの見通しを立て

られた。 

 

４今後の課題・見通し 

反省として、参加者の来場時間がまちまちだったため、食べている最中に机を移動するなど段

取りをもう少し想定するべきだった。保護者に子育てをする上でどのような場所を必要としてい

るのかゼミに関する内容について話を伺うことができなかった。準備にあまり時間をかけられな

かった。 

事前申し込み者からは「次回もぜひ参加したい」というお言葉をいただいたので、子ども食堂

を定期的に開催して地域の方や保護者、子どもたちが安心できる居場所を作っていきたい。親子

に限らず若者から高齢者まで全員が楽しめるイベントを開催したい。ボウリングのピンとして使

用したペットボトルスノードームに興味をもつ保護者の方がいたため、次回は子ども自身で製作

したものを使い遊ぶ活動を行いたい。 

（文責：岡田、中村、丸尾、溝川、向川） 

 

 

(Ⅲ)〈クリーンアップ計画〉 

1 目的・課題  

本ゼミは、大学の使命であるぶらくり商店街の活性化を目指して取り組んでいる。これまでの活動

を通して、シャッター通りと言われ、人通りの少ないぶらくり丁商店街の雰囲気を変える活動を行う

必要があると考えた。そこで、コロナの影響で濃厚接触者を避けることができる清掃が良いと考えた。 

 

2 実施内容  

2,3 人のグループに分かれて、ぶらくり商店街（北ぶらくり、本町商店街、ぶらくり丁商店街、中

ぶらくり丁、東ぶらくり商店街）のごみや落ち葉を拾う。また、大通り商店街を掃き掃除する。事前
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調査では、フィールドワーク学習として掃除する必要性が高いところと低いところに着目して下見を

した。 

 

3 成果、分析結果、自己評価  

クリーンアップ計画を実施するにあたり、上記の事前調査を行った中で、北ぶらくり，中ぶらくり，

東ぶらくり，大通りを特に掃除する必要があるという気付きがあった。これを踏まえ、どの場所にど

れだけの人数で実施すべきかを考え、分担し実行した。 

掃除方法としては、主に落ち葉掃きやたばこの吸い殻、ペットボトル等を火ばさみを使用してごみを

取り除いた。私たちが拾い上げたゴミの量は、大きなごみ袋３枚に溢れる程拾い集めた。活動したこ

とにより、普段、ぶらくりを通る時は見過ごしていたゴミも取り除くことができ、目標である明るく

きれいな商店街へと一歩近づいたように感じる。 

実施中、通行人の方やお店の方が、「ありがとう」と声をかけてくださったことがうれしく心が温かく

なった。自己評価として、私たちが今できることから始めたが、当初考えていた活気ある街づくりと

いう自分たちの想像通りの町づくりには至らなかった。しかし、今できることを考え、クリーンアッ

プ計画を実施したことは、結果としてプラスに繋がったと思う。 

 

4 今後の課題  

 反省として、商店街で働いている人に事前に活動する目的を伝えていなかったために疑問に思われ

たことが多かった。また、掃除ができない部分があったので、活動時間をより多く取るべきだった。 

見通し 商店街で働いている人に私たちからか活動の目的を伝えるようにする。また、場所を制限し

て、季節や日ごとにどこを掃除するのか計画し、定期的に取り組んでいくようにする。私たちはクリ

ーンアップ計画に対して今回に限らず、長期的に続けることが大事だと考える。 

（文責：梶本、久保田、澤田、小柳、樋山） 

 

 

(Ⅳ)〈ぶらくり商店街店舗インタビュー〉 

１目的・課題 

本ゼミは、大学が目指しているぶらくり商店街活性化を目指し取り組んでいる。これまでのゼミの

活動を通して以前賑やかであったぶらくり商店街とは少々変化し、今では少し人通りの少ない寂しい

印象を受ける。そこで、ぶらくり商店街に少しでも人通りを増やすことを目的として私たちが実際に

現地へ行き、情報提供ができると、よりぶらくり商店街についての興味を持ってもらえると考え、本

活動を行った。 

また、情報化社会と言われる中で若い年代から年配の方までも、インターネットや SNS を通じたコ

ミュニティが多くなっている。今、店の画像などの具体的な情報をあらかじめ調 店舗の情報を見て

からその場所へと行く人が多い。そんな中で、画像を含めた HP 作成をし、具体的でその場所へと行き

たいと思ってもらい、ぶらくり商店街に人が来てもらえるような活動を行った。 

 

２実施内容 

インタビューとカメラで写真を撮る人で 2，3 人のグループに分かれ、活動を行った。 

店舗については以下の店でインタビューを行った。 
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インターラーケン、ARIEL、北の町 19 番地、スマートボール、ぶらくりきっちん、レモ

ネードカフェ、諏訪園、LEGAL 

・インタビューを基に行った HP 作成 

・HP に載せる PDF 作成 

 

３成果・分析結果・自己評価 

インタビューを行った店舗の方の話を基に大学のホームページに紹介ページを作ることが出来た。

また、話を聞く中でお店の方の意見や思いについてより深く知ることが出来たのでぶらくり商店街の

より身近な立場で近況をしることができた。本ゼミの目標である活性化という点においてぶらくり商

店街へと足を運ぶことが出来、実際にぶらくり商店街の雰囲気を味わうことによりそれぞれのお店の

特徴や良いところを知ることが出来るきっかけとなった。 

活動を行う中で、若者がこうして歩み寄ってくれることにありがたいと感じてくれる人が多くより

この町の良さを広めていきたいと思った。自己評価として、すぐに結果がでると考えにくいので長期

的な目で見る必要があるがこのコロナ禍の状況の中で、いま私たちが出来ることの対策を心がけなが

ら行うことができ、結果として非常に貴重であり、良い経験となったと思う。 

 

４今後の課題 

全体を通し、ただホームページに載せるだけでは効果がみられにくい可能性も考えられる。そのた

め、どのように工夫し伝えるとみてもらいやすくなるのかが課題である。 

また、ホームページにぶらくり商店街のマップを付けるなど、目的の店に行きやすくするようなホ

ームページの改善をするとより快適に利用することができる。 

 

〇見聞きした内容について思ったこと、考えたこと 

全店舗が廃れているわけではなく、栄えている店舗もある。このことから時代とともに需要がなく

なってしまう店や近場の大型ショッピングセンターで買い揃えられる物が多いといった背景があると

考えられる。例として、実際にお店の方の話を聞いて、喫茶店だが、もともと肉料理屋だったなどか

ら、客のニーズに合わせた店の変化の工夫を行ったという話を聞いた。 

また、高齢化が進み、車社会となった現代では、駅から少し遠い位置にある商店街に立ち寄りにくい

という現状がある。 

活性化に焦点を当てるためには身近な地域の人々の思いに気付き、近くに住む人を考慮した長期的な

活動が最も効果的であると気付いた。 

（文責：荒木、上田、神谷、田中、三木） 

 

※ぶらくり商店街店舗インタビューを基にしたお店紹介は「和歌山信愛大

学江口ゼミ」のホームページ

（https://shinaieguchizemi.wixsite.com/website）からご覧いただけま

す（QR コードからも閲覧できます）。 
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【まとめ】 

全体の成果として、こども食堂や店舗インタビュー、地域の各種団体へのインタビューを通して、

地域の一部の方々との関りを持つことができ、地域の現状や課題、地域の方々の思いを理解すること

ができた。さらに、地域の現状や課題を知ったことで、地域と大学との関係を築きたいという自分た

ちの思いや活動を次年度に繋げていくという考えを明確にすることができた。 

今後の課題として、ゼミで行った活動を学生や本町地区・ぶらくり丁に広め、学生と地域をどう繋

げていくか考えていく必要がある。そのためには、今回行った地域のインタビューだけでなく学生の

声を聴き、若者のニーズを知る必要があると考える。 

 この活動を通して、地域とゼミとの関係を築くきっかけづくりができた。しかし、私たちが目指し

ている地域と大学との繋がりは持てていないため、継続的に関わりを築いていきたい。 

 

情報提供者・協力者・店舗 

本町地区連合自治会 会長・野間良美様 

和歌山市役所本町連絡所 所長・赤井敏晃様 

チーム Team MAK-e Spot(チームメイクスポット)・三岩真紀様 

わかやまおもちゃ病院・小林修治様 

和歌山市中央商店街連合会会長・永原敏行様 

北の町１９番地 インターラーケン ぶらくりキッチン レモネードカフェ 

ARIEL スマートボール LEGAL 諏訪園 

 

謝辞 

 本ゼミの活動を行うにあたり、ご協力頂いた協力者や協力店舗の皆様に厚く感謝を申し上げます。 
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1:蘭村幸一郎,「本町校と本町地区」, 和歌山市立本町小学校,1958 

2:蘭村幸一郎,「本町地区の現況」, 和歌山市立本町小学校,1960 
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７．おわりに 

  

 2019 年度に開設された和歌山信愛大学は、2 年目にして新型コロナウイルス感染症によるパンデミ

ックという世界規模の危機の影響を受けることになりました。とりわけ、地域連携を進める拠点とな

るきょう育の和センターにとっては、ソーシャルディスタンスが求められる社会状況の中で、試練の

一年となりました。 

 しかし、本報告書をご覧いただければ、コロナ禍における困難を見つめながら、今だからできる地

域連携活動に学生・教職員が共に取り組み、様々な試行錯誤を重ねてきたことをご理解いただけるの

ではないかと思います。今後の教育・保育現場で求められるのも、見通しのつきにくい状況の中で試

行錯誤しながら最善の道を探り、協働しながら課題解決に向かうことができる力です。今年度のきょ

う育の和センターに関わる様々な取り組みを通して、学生たちがそのような力を獲得してくれたなら

ば、喜ばしいことです。そして何より、このような状況下においても、学生に試行錯誤の機会を与え

てくださった和歌山市、和歌山県をはじめとする行政の皆様、地域社会の皆様には、厚く御礼申し上

げます。 

今後も、和歌山信愛大学の研究と学生の学びの成果を地域のために役立てるため、きょう育の和セ

ンターとして全力で取り組んで参ります。 
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